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ハ タ チ の 門 出
～ 新 成 人 の み ん な 、 お め で と う ～

特  集 ：

※今月号は、みなさんの姿をより大きく掲載したいため、
　とじ穴を省略させていただきました。予めご了承ください。
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「成人となった今、社会の一員として義務
を守り、大人として課せられた責務を果た
しながら、先輩方とともによりよい地域社
会、さらには国際社会の創造に貢献できる
よう努めたい。
　これまで、私たちを支えてくれた家族、
教え導いてくださった先生方、私たちの
成長を温かく見守ってくださった地域の
方々、本当にありがとうございました。」

　～新成人の誓いのことばより～

■ 大 宇 陀 地 域

■ 室 生 地 域

■ 菟 田 野 地 域
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　1月 11日、市文化会館で平成 28年成人式を挙行。
今年は新成人237名が出席し、新しい門出を祝うとともに旧友や恩師との再会を喜び合いました。
　竹内市長はお祝いの言葉の中で、「成人式を一つの節目として自覚しながら、しっかりと自信
と誇りを持って生きてもらいたい。それは、義務と責任をしっかり果たすことで身についてくる。
故郷である宇陀市にしっかりと軸足を置きながら、社会や世界で活躍し、また自分の夢の実現を
目指してほしい。」とエールを送りました。
　宇陀市の明日、日本の明日を担うみなさんの活躍に期待します。

ハ タ チ の 門 出

■ 榛 原 地 域

■ 榛 原 地 域

■ 榛 原 地 域

ハ タ チ の 門 出 （ 平 成 2 8 年  成 人 式 ）特  集
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ハ タ チ の
素  顔



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

　2016年2月号5

ハ タ チ の 門 出 （ 平 成 2 8 年  成 人 式 ）特  集

　昨年８月に各地域のみなさんからご応募いただき結成
された成人式実行委員会。この成人式はみなさんが企画
立案、運営し、創り上げたものです。
　試行錯誤の連続だったそうですが、参加者みんなの思
い出に残る一日になったのではないでしょうか。
　実行委員のみなさん、お疲れさまでした。

松浦 由弥さん（室生）
今まで両親には迷惑をかけ
てばっかりだったので、こ
れからは社会人としての自
覚を持ちちゃんと親孝行で
きるようにがんばっていき
たいと思います。

福井 嘉子さん（室生）
無事に成人式を迎えられて
よかったです。両親に感謝
したいです！海外へワーキ
ングホリデーにいくのでた
くさんの文化や人と出会っ
て成長していきたいです。

中川 裕敏さん（榛原）
僕の夢は教員です。子ども
たちが自信を持って自分の
想いを描いて生きていける
よう、その支えとなれる教
員を目指したいです。

北畑 結香さん（室生）
将来の夢は 今の仕事を納得
出来るまでやり遂げ、幸せ
な家庭を築く事です。
そして、今まで私を育てて
くれた両親に親孝行したい
です。

杉本 将大さん（菟田野）
みんなの印象に残る建築を
考えられるようになるのが
最終目標です。そのために、
これからは、広く物事を知
り、それをいかせるよう意
識していきたいです。

森井 達也さん（室生）
実行委員として毎月 2 回全
部出席できた訳ではないで
すが各地域の前にたって、
いろんな行動をしてきたこ
とはとてもいい経験になり
ました。これからもこの経
験を活かして仕事も私生活
も有意義に過ごしていきた
いです。

水分 香織さん（菟田野）
私は、あと約 2 年の学生生
活の間にエンジニアとして
の技術と知識を深め、社会
に役立つ人になりたいです。

加藤　駿さん（榛原）
私の夢は消防官になることで
す。２年間専門学校に通い、
大嫌いな勉強に励み試験を
受けましたが不合格でした。
今まで親には迷惑をかけて
ばっかりだったので今年は合
格し親孝行出来るようにがん
ばりたいと思います。

好野 美稀さん（菟田野）
幼稚園の先生になります。
これから大変なことがいっ
ぱいあると思いますが、笑
顔を絶やさずに社会人とい
う自覚を持ち一歩一歩成長
し立派な幼稚園の先生にな
ります。

澤村 祐希さん（榛原）
僕が今抱いてる夢に向かっ
て努力し、その夢が叶うよ
うに今出来ることを一生懸
命がんばります。

松本 奈々さん（菟田野）
私の夢は、小学校教員にな
ることです。夢の実現に向
け、自分らしく、様々なこ
とに挑戦していきたいです。
また、笑顔と感謝の気持ち
を大切にして過ごしていき
たいです。

鬼気 晃弘さん（榛原）
社会人としての自覚をもち、
両親やお世話になった方々
に感謝の気持ちを忘れず自
分自身の目標に向かってが
んばっていきたいです。

ハ タ チ の
決 意

宇陀市成人式実行委員会

中本 愛奈さん（大宇陀）
私は春からずっと憧れてい
た幼稚園教諭になります。
社会人として、これから周
りの人に感謝の気持ちを忘
れず精一杯がんばっていき
たいと思います。

佐々岡菜生さん（大宇陀）
将来の夢は明確に決まって
いませんが、人を喜ばせる
ようなことをしたいと思っ
ています。今教わっている
こと以外にも色々なことを
身につけて、素敵な社会人
になりたいです。

副実行委員長
前野 善紀さん（榛原）

社会人として、お世話になっ
た方々にも恩返しが出来る
よう今している仕事を精一
杯がんばりたいと思います。

太田 有哉さん（大宇陀）
今まで多くの方々に支えら
れてきたことに感謝の気持
ちで一杯です。これからは、
自立し人を支えられるよう
に努めたいです。そして、
これからも感謝の気持ちを
忘れず、邁進していきます。

実行委員長 
西本 大貴 さん（大宇陀）

実行委員長になって、自分
にこんな大役がつとまるの
かとても不安でした。いろ
んなことが締め切りギリギ
リで、周りの人達に迷惑を
かけましたが、無事に終わっ
てよかったです。ありがと
うございました。
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持
続
的
発
展
・
活
性
化
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
奈
良
県
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

　
　
　
　
　
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

運びこまれた大和当帰の根

　

宇
陀
市
と
奈
良
県
は
12
月
25
日
、

奈
良
県
庁
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
県
と
市
町
村
が
結
ぶ
同
協
定

は
、
宇
陀
市
は
12
番
目
の
締
結
と
な

り
ま
す
。

　
か
ね
て
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
前
向

き
な
や
る
気
や
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
市

町
村
を
、
よ
り
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
発
想
の
延

長
と
し
て
そ
の
仕
組
み
を
検
討
し
て

き
た
奈
良
県
と
、
地
域
独
自
の
魅
力

を
発
掘
し
周
辺
地
区
と
つ
な
ぐ
こ
と

で
市
内
を
活
性
化
さ
せ
、
県
内
の
に

ぎ
わ
い
循
環
の
拠
点
と
な
ろ
う
と
す

る
市
の
方
針
が
合
致
し
た
こ
と
で
、

今
回
の
締
結
に
い
た
り
ま
し
た
。

薬
草
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
大
和
当
帰
（
ヤ
マ
ト
ト
ウ
キ
）
の

　
　
　
根
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た

問
産
業
企
画
課
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

　

昨
年
４
月
よ
り

市
内
各
地
で
栽
培

さ
れ
て
い
た
「
大

和
当
帰
」
の
根
が

初
め
て
収
穫
さ
れ
、

12
月
15
日
・
16
日
、

宇
陀
市
薬
草
協
議

会
の
方
々
に
よ
り
、

農
林
会
館
に
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
方
々

が
、
当
帰
の
根
を
次
々
と
持
ち
込
ま

れ
、
2
日
間
で
約
１
，
０
０
０
㎏
の

根
が
集
積
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
年
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
本

１
㎏
を
超
え
る
大
型
の
根
も
収
穫
さ

れ
、
今
後
に
期
待
が
持
て
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
集
め
ら
れ
た
当
帰
の
根
は

薬
草
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
２

カ
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
湯
も
み

作
業
を
行
い
、
再
度
１
カ
月
ほ
ど
乾

燥
さ
せ
た
後
、
生
薬
問
屋
等
に
販
売

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
内
で
栽
培
を
希
望
さ
れ
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
用
の

当
帰
苗
の
配
布
を
行
う
予
定
（
下
記

参
照
）
で
す
。

■
大
和
当
帰
苗
の

　
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
和
当
帰

苗
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

栽
培
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
宇
陀
市

薬
草
協
議
会
【
産
業
企
画
課
内
】
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

栽
培
に
係
る
資
料
等
は
、
産
業

企
画
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
で
栽
培
さ
れ
る
方

※
多
数
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。

【
配
布
価
格
】
１
本
10
円

まちづくり包括協定書を交わした荒井知事と竹内市長

　

今
後
は
、
相
互
に
情
報
や
意
見

交
換
に
努
め
、
技
術
的
・
財
政
的

支
援
を
得
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
等
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

次
の
４
地
区
に
お
い
て
ま
ち
づ
く

り
を
協
働
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
駅
前
の
複
合
整
備
や
宿
泊
施
設

の
誘
致・充
実
等
を
目
指
す
「
近

鉄
榛
原
駅
周
辺
」

▼
薬
草
産
業
の
定
着
と
6
次
産
業

へ
の
展
開
を
柱
と
す
る
「
宇
陀

松
山
周
辺
」

▼
１
２
０
０
種
３
０
０
０
本
の
モ

ミ
ジ
を
活
用
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ル
ー
ト
の
整
備
や
毛
皮
革
産

業
等
の
振
興
を
目
指
す
「
う
た

の
古
市
場
周
辺
」

▼
室
生
寺
門
前
の
活
性
化
を
中
心

と
す
る
「
室
生
寺
門
前
お
よ
び

室
生
口
大
野
駅
周
辺
」
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■
万
が
一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

漏
え
い
し
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
…

　

特
定
個
人
情
報
（
※
）
の
安
全
の

確
保
に
係
る
「
重
要
な
事
態
」
が
生

じ
た
と
き
に
、
個
人
情
報
保
護
委
員

会
に
報
告
す
る
こ
と
が
法
令
上
の
義

務
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
事
態
に
該
当
す
る
事
案
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
事
案
が
発
覚

し
た
場
合
に
は
、
個
人
情
報
保
護
委

員
会
に
第
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を

そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情
報

◆
重
大
な
事
態
と
は
…
？

①
漏
え
い
・
滅
失
・
毀
損
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
反
し
て
、
利
用・

提
供
さ
れ
た
特
定
個
人
情
報
に
係

る
本
人
の
数
が
１
０
０
人
を
超
え

る
事
態

②
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

さ
れ
た
特
定
個
人
情
報
を
電
磁
的

方
法
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
が

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
と

な
り
、
か
つ
、
そ
の
特
定
個
人
情

報
が
閲
覧
さ
れ
た
事
態

③
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
、
特
定
個

人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た

特
定
個
人
情
報
を
利
用
し
、
ま
た

は
提
供
し
た
者
が
い
る
事
態　

な

ど
※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
個
人
情
報
保
護
委
員
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（「
個
人
情
報
保
護
委
員

会　

漏
え
い
」
で
検
索
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

受
け
取
っ
た
？
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
通
知
カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
へ

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　
留
守
等
で
お
届
け
で
き
な
か
っ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
、
市
民
課
で
保
管
す
る
予
定

で
す
。
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
必
要
な
持
ち
物

を
忘
れ
ず
に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こんにちは！マイナンバーキャラクターのマイ
ナちゃんです！
今月は、みなさんに大切なおしらせがあります！
今、市役所では留守等によりお届けできなかっ
た方の通知カードをお預かりしています！

通知カードをまだ受け取っていない
方は、必要な持ち物をご確認の上、
市民課窓口までお越しください！

◆
本
人
（
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
世
帯

の
世
帯
員
の
方
）
が
窓
口
に
お
越
し

に
な
る
場
合

①
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
等)

◆
代
理
人
（
通
知
カ
ー
ド
の
送
付
世

帯
の
世
帯
員
で
な
い
世
帯
の
方
）
が

窓
口
に
お
越
し
に
な
る
場
合

①
委
任
状

②�

通
知
カ
ー
ド
の
送
付
世
帯
の
方
の

本
人
確
認
書
類

③
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
各
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は

　
問
市
民
課
（
☎
82
・
２
１
４
3
／
IP
☎
88
・
９
０
７
6
）

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は

　
問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
4
）

事
業
者
の
み
な
さ
ん

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を

　
正
し
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
か
？

■
通
知
カ
ー
ド
の
受
け

　
取
り
に
必
要
な
持
ち
物

　

事
業
者
は
、
社
会
保
険
の
手
続
き
や
源
泉
徴
収
票
の
作
成
等
に
お
い
て
、
従

業
員
な
ど
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
受
け
、
書
類
等
に
記
載
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
漏
え
い
等
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
書

類
や
デ
ー
タ
の
管
理
を
厳
重
に
お
願
い
し
ま
す
。
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市民のみなさんのご協力ありがとうございました

第 2 次行政改革の効果額をお知らせします
問総務課行政改革推進室（☎82・1302／ IP ☎ 88・9068）

平成 21年 12 月に策定した「第 2次宇陀市行政改革大綱」をもとに、平成 22年度から平成 26
年度までの 5ヵ年を対象とした「第 2次宇陀市行政改革大綱実施計画」の成果について報告します。

　上記の重点項目を実現するために、主要な取り組みとして現行計画事業の見直し、投票箇所の見
直し、歯科診療所の見直し、組織機構の見直し、公有財産の売却、普通会計職員数の削減、特別職
の給料の削減、管理職手当の削減、職員給料の削減等全庁一丸となって着実に推進してきました。
　その結果、当初見込んでいました約 10億円の行政改革の効果が、平成 26年度決算が確定後に
は約 25億 8,900 万円となり、市民のみなさんのご理解・ご協力の大きさを示す結果となりました。

（注）・収入額欄は行革の取り組みにより生じた収入を効果額として計上しています。（徴収率向上・市有財産の売却等）
　　・削減額欄は行革の取り組みにより費用を削減できた場合▲で表示し、できなかった場合は▲を付けないで表示
　　　しています。
　　　また、その年度以降もその効果が継続すると考えられるものについても削減額として計上しています。
　　・効果額については収入額と削減額を合算して効果額として計上しています。

内容 区分 効果額 主な取り組み内訳
①事務事業の
見直し

削減額
（歳出減）

▲ 824,800 千円 ・喫茶事業・入浴事業の廃止　（約 25,000 千円の削減）
・普通建設事業費の見直し　（約 1,028,000 千円の削減）
・38投票区から28投票区へ投票箇所の見直し（約6,800千円の削減）
・平成 25年 4月から歯科診療所を譲渡し民間診療所として開業
・保養センター美榛苑の運営見直しを行い、平成 22年 10 月から指
定管理者制度を導入

②組織・機構
の改革

削減額
（歳出減）

▲ 72,600 千円 ・平成 22年 9月より給食センターを 1箇所に統合
（約 68,800 千円の削減）

・人権交流センター関連施設の統合　（約 3,800 千円の削減）
・子育て支援体制の充実
　○�子ども支援課（現在：こども未来課）を設置し、子育て窓口の一
元化

　○�児童が利用しやすく子育て支援の充実になるため、児童館・学童
保育の見直し

・保健センター事務所を 1カ所に統合
③財政の健全
化

収入額
（歳入増）

　327,700 千円 ・市有財産の売却による収入　（約 94,900 千円）
・市税・使用料の徴収強化による収入　（約 228,600 千円）
・ホームページ、広報紙、自主放送、窓口封筒等への有料広告の掲載
による収入　（約 4,200 千円）

④定員の適正
化と給与の
適正化

削減額
（歳出減）

▲ 1,364,800 千円 ・普通会計職員の適正化…勧奨退職・新規職員採用の抑制
（約 943,000 千円の削減）

・特別職の給料削減…市長 15%、副市長 10%、教育長 10%削減
（約 26,200 千円の削減）

・管理職手当の削減…30%削減　（約 70,600 千円の削減）
・職員給料の削減…2.5%削減　（234,500 千円の削減）
・時間外勤務の削減…ノー残業デー・時差出勤の徹底

（約 90,500 千円の削減）

主要な取り組み内容

（１）事務事業の見直し
（２）組織・機構の改革
（３）財政の健全化

（４）定員の適正化と給与の適正化
（５）住民協働と行政サービスの向上
（６）職員の育成と能力向上

大綱の６つの重点項目

効果の別 H22年度
（A）

H23年度
（B）

H24年度
（C）

H25年度
（D）

H26年度
（E）

歳入額及び
削減額合計 効果額

事務事業の
見直し 削減額 100,500 ▲ 166,300 ▲ 455,000 ▲ 214,000 ▲ 90,000 ▲ 824,800 824,800

組織・機構の
改革 削減額 8,700 ▲ 21,500 ▲ 19,000 ▲ 20,000 ▲ 20,800 ▲ 72,600 72,600

財政の健全化 収入額 106,900 53,000 53,000 45,000 69,800 327,700 327,700
定員の適正化と
給与の適正化 削減額 38,400 ▲ 400,400 ▲ 290,000 ▲ 342,900 ▲ 369,900 ▲ 1,364,800 1,364,800

年度別効果額 40,700 ▲ 641,200 ▲ 817,000 ▲ 621,900 ▲ 550,500 ▲ 2,589,900 2,589,900

年度
項目

（単位：千円）
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⑤住民協働と行政サービスの向上
・地域連携と地域課題の解決を図るため、まちづくり協議会設置
に向け、講演会等を実施し各地域での検討委員会を経て協議会
の立ち上げを推進しました。

・市の主要施策を市民に分かりやすく説明し、市民の意見を積極
的に取り入れるためタウンミーティング・まちづくり協議会と
の市長と語るふれあいトークを開催しました。

・市政モニター制度を制定し、モニターを募集し市民の意見を伺
いました。

・広報、ホームページ、自主放送を活用し宇陀市の行政情報の共
有に努めました。

◆宇陀市の事務事業評価制度
　宇陀市では、平成 19年度より試行導入し、評価の単位を「事務事業」
とし総合計画の施策体系をもとに事業を分類し、担当課での自己評価
を行ってきました。
　今年度の事務事業評価は、平成25年3月に策定した宇陀市総合計画・
後期基本計画の目標値を改善への指標として掲げています。評価対象
事業については、後期基本計画に掲載する事業を中心とした 125事業
です。

　
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が

　
　
　
　
　
選
挙
権
は
18
歳
か
ら
！

選挙権って
とても大切！

　

世
界
的
に
は
18
歳
は
大
人
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
国
が
多
く
、
世
界

の
１
９
１
の
国
や
地
域
の
う
ち
、
９

割
に
の
ぼ
る
１
７
６
の
国
や
地
域

が
、
18
歳
ま
で
に
選
挙
権
を
認
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
引
き
下
げ
は
、
世
界
の
流

れ
に
沿
っ
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、

現
代
、
そ
し
て
未
来
の
日
本
の
在
り

方
を
決
め
る
政
治
に
若
い
み
な
さ
ん

が
関
与
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
多
様
な
情
報
に
接
し
、
自
分

の
考
え
を
育
ん
で
き
た
世
代
で
す
。

そ
し
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
未
来

の
日
本
で
生
き
て
い
く
世
代
で
も
あ

り
ま
す
。

　

18
歳
、
19
歳
の
有
権
者
数
は
約

２
４
０
万
人
で
、
全
有
権
者
の
約

２
％
で
す
が
、
1
人
で
も
多
く
の
方

が
投
票
す
れ
ば
若
者
の
意
見
が
政
策

に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
1
人
ず
つ
の
投
票

で
、
住
み
よ
い
日
本
を
創
造
し
ま

し
ょ
う
。

 

シ
リ
ー
ズ  

み
ん
な
で
行
こ
う
！
選
挙
！
②

　
　 

な
ぜ
18
歳
選
挙
権
？

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

25 歳 アラブ首長国連邦
21 歳 オマーン、クウェート、シンガポール、マレーシア等
20 歳 カメルーン等
19 歳 韓国
18 歳 米国、イギリス、イタリア、オーストラリア、

カナダ、ドイツ、フランス、ロシア等
17 歳 東ティモール等
16 歳 アルゼンチン、オーストリア、キューバ、ブラ

ジル等

【各国の選挙権年齢（抜粋）】

⑥職員の育成と能力向上
・平成 24 年度から人事考課制度を本格導入し、
職員の能力開発と人材育成に努めています。

・行政サービスの低下を招かないように、職員の
能力向上、人材育成のため定期的に職員研修を
開催しました。また、研修制度を活用し、職員
の政策形成能力や創造的能力の強化に努めまし
た。

　以上のように、市民のみなさんに多大なご協力をいただき、大綱
および実施計画で示した課題にこの５年間で取り組んできました。
　この成果や課題を踏まえて、平成 27年度から 5カ年を計画期間と
する「第 3次宇陀市行政改革大綱及び実施計画」では、第１次・2次
行政改革大綱実施計画で取り組んできた減量型の改革はもとより、質
の向上の改革を実現する取り組みを推進します。
　これからも市民のみなさんや市議会のご意見をいただきながら、
　　共に力を合わせて行財政改革の推進に取り組んでいきます。

宇陀市　行政改革
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市
内
で
の
同
窓
会
を
応
援
！

宇
陀
市
「
ア
タ
ッ
ク
25
」
25
歳
の
同
窓
会
応
援
事
業
補
助

金
を
開
設
し
て
い
ま
す  

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

市
長
日
記

宇
陀
市
誕
生
10
周
年
を

　
　
　
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

▼
１
月
は
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
回
り
や
、

平
成
28
年
度
予
算
の
最
終
調
整
、
そ
し

て
10
周
年
記
念
行
事
な
ど
で
忙
し
く
、

皆
さ
ん
に
出
会
う
機
会
が
少
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
宇
陀
市
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
誕
生
ま
で
の
10
年
間
、
誕
生

し
て
か
ら
の
10
年
間
を
想
い
返
し
た
と

き
、
長
年
の
歴
史
あ
る
町
村
が
、
新
た

な
市
と
し
て
出
発
す
る
と
い
う
道
を
選

択
し
、
行
財
政
改
革
な
ど
数
々
の
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
な
が
ら
、
10
周
年
を
迎
え

た
こ
と
は
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
で
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
10
年
間

を
飛
躍
の
10
年
と
す
る
た
め
に
も
、
本

年
の
取
り
組
み
が
重
要
な
意
味
を
持
つ

こ
と
に
な
る
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
昨
年
12
月
、『
宇
陀
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
の
策
定
が
完

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
併
せ
、

奈
良
県
と
『
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包

括
協
定
』（
※
詳
し
く
は
Ｐ
６
）
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
軸
と
し
、
効
果
的
な
施
策

を
行
う
こ
と
で
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

普
及
な
ど
に
よ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
は

便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
裏

腹
に
、
人
と
し
て
本
来
の
生
き
方
が
忘

れ
去
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
少
し
、
不
便
な
生
活
を
送
り
な
が

ら
も
、
自
分
自
身
で
色
々
な
事
を
行
う

こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、
心
と
身
体
の
健

康
に
つ
な
が
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

幸
い
に
も
宇
陀
市
は
豊
か
な
自
然
に
溢

れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
体
感
し
、
自
覚
を
持
ち
な

が
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
生
き

が
い
を
持
ち
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス

シ
テ
ィ
宇
陀
市
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

▼
今
年
は
、
暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
朝
夕
は
か
な
り
冷
え
込
み
ま
す
の

で
、
体
調
管
理
に
は
十
分
注
意
い
た
だ

き
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
積
極
的
に
野
外
で
身
体
を
動
か
し

た
り
、
仕
事
を
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る

範
囲
で
「
冬
の
宇
陀
市
」
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

市内で栽培された大和当帰の根が
農林会館に集められました。

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
公
募
を
行
い
、
１

団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
に
お
い
て
、
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
指
定
管
理
者
】
宇
陀
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
共
同
事

業
体
（
宇
陀
市
）

【
指
定
の
期
間
】
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
33
年

３
月
31
日
ま
で

　

平
成
27
年
第
４
回
宇
陀
市
議
会
定
例
会
で
、

宇
陀
市
心
の
森
「
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
」（
大

宇
陀
温
泉
あ
き
の
の
ゆ
）
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

宇
陀
市
心
の
森「
多
世
代
交
流
プ
ラ
ザ
」

（
大
宇
陀
温
泉
あ
き
の
の
ゆ
）
の
指
定
管
理

者
が
決
定
！

問
健
康
増
進
課
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

　

市
で
は
、
宇
陀
市
独
自
の
人
口
減

対
策
と
し
て
、
定
住
人
口
の
増
加
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
市

内
で
同
窓
会
を
開
催
さ
れ
た
場
合
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
同
窓
会
を
通
じ
て
、
宇
陀
市

へ
の
定
住
や
ふ
る
さ
と
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
を
よ
り
現
実
的
に
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
条
件
】

　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
。

　
①
市
内
で
開
催

　

②
市
内
の
同
じ
学
年
・
学
校
の
卒
業

生
で
、
学
年
ま
た
は
学
級
単
位

　
③
出
席
者
全
員
が
平
成
２
年
４
月
2
日

～
平
成
３
年
4
月
1
日
の
生
ま
れ
の
方

　

④
同
窓
会
の
案
内
を
25
人
以
上
に

送
っ
て
い
る
こ
と

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】
一
人
に
つ
き
最
大
２
，

５
０
０
円
。

※
た
だ
し
、
全
員
で
25
万
円
が
限
度
。

※
補
助
金
の
支
払
い
は
、
同
窓
会
終
了

後
に
提
出
さ
れ
た
実
績
報
告
書
を
審
査

し
て
、幹
事
さ
ん
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
必
ず
同
窓
会
の
開
催
日

の
14
日
前
ま
で
に
申
請

※
実
績
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

当
日
の
参
加
者
に
は
、
市
が
提
供
す

る
移
住
定
住
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光

案
内
を
配
り
、
宇
陀
市
の
PR
を
す
る
こ

と
も
条
件
で
す
。

お申し込みを、

お待ちしています！
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平
成
12
年
か
ら
「
声
の
広
報
」

を
収
録
し
て
い
ま
す
。
当
初
10
名

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在

4
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

収
録
時
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

は
、
コ
ー
ナ
ー
ご
と
に
わ
か
り
や

す
く
元
気
に
読
む
こ
と
、
そ
し
て

一
部
内
容
を
省
略
し
て
い
る
の
で

必
ず
問
い
合
わ
せ
先
を
読
む
こ
と

で
す
。
ま
た
、
難
し
い
漢
字
や
言

葉
は
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

標
準
語
で
話
す
方
が
い
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
親
し
み
や
す
く
宇
陀

弁
で
読
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
方
が
、

利
用
者
が
落
ち
着
く
し
安
心
し
て

く
だ
さ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

音
訳
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
す

が
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
和
気
あ

い
あ
い
と
過
ご
せ
る
こ
と
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。

　

以
前
は
利
用
者
の
方
と
の
交
流

会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
声
を
聞

い
た
だ
け
で
、
誰
の
声
か
当
て
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、時
に
は
、「
元

気
が
な
い
け
ど
、
大
丈
夫
で
す
か
」

リ

☆
輝
く
元
気
な
宇
陀
市
民
を
紹
介
☆

キ
ラ

だ
う

人

　
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
月
１
回
、
広
報
う
だ
等
を
テ
ー
プ
に
音
訳
し
た

「
声
の
広
報
」
を
収
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
う

た
の
愛　

eyé
s

」（
代
表
者　
上
野
綾
子
さ
ん
）の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
関
連
市
町
が
連
携
し
て
、
城
と
城
下

町
の
魅
力
を
逸
品
や
パ
ネ
ル
展
示
を

通
し
て
発
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
展

と
併
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
月
23
日
（
土
）
～
３
月
13

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

【
場
所
】
奈
良
県
立
美
術
館

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
10-

６
）

【
内
容
】

○
宇
陀
市
、
大
和
郡
山
市
、
高
取
町

に
よ
る
連
携
展
示

　
「
大
和
の
城
と
城
下
町
～
往
時
の
面

影
を
し
の
ぶ
～
」

　

大
和
の
城
の
う
ち
、
宇
陀
松
山
城

は
東
国
に
対
す
る
最
前
線
の
城
、
郡

山
城
は
国
中
を
押
さ
え
る
城
、
高
取

城
は
そ
の
詰
め
の
城
・
吉
野
に
対

す
る
押
さ
え
の
城
と
し
て
、
惣
構

え
（
畿
内
の
諸
城
で
大
坂
城
を
守
る

体
制
）
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
城
下
に
は
そ

れ
ぞ
れ
城
下
町
が
形
成

さ
れ
現
在
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
基
礎
が
現
代

に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

○「
真
田
丸
」関
連
企
画
展　
蕭
白・

松
園
…
日
本
美
術
の
輝
き

　
～
美
人
画
、
武
者
絵
か
ら
刀
剣　

近
代
の
名
品
ま
で
～

　

戦
国
の
世
を
象
徴
す
る
女
性
「
淀

殿
」
と
伝
わ
る
豪
華
絢
爛
な
肖
像
画

や
、
奇
想
の
画
家
・
曾
我
蕭
白
が
描

い
た
妖
し
い
ま
で
の
女
性
像
、
そ
し

て
近
代
美
人
画
の
第
一
人
者
・
上
村

松
園
に
よ
る
優
美
な
女
性
た
ち
、
さ

ら
に
匠
の
技
に
よ
る
刀
剣
の
美
…
。

　

本
展
は
、
美
人
画
、
武
者
絵
か
ら

近
代
の
名
品
に
至
る
ま
で
、
真
田
丸

関
連
展
示
を
含
め
て
日
本
美
術
の
輝

き
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
す
。

奈
良
県
立
美
術
館
に
て
宇
陀
市
連
携
展
示
を
開
催
し
ま
す

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
7
４
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
（
各
回
共
通
）
※
事
前
申
込
不
要

【
日
時
・
内
容
】

①
２
月
６
日
（
土
）

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
「
金
魚

バ
ス
ボ
ム
づ
く
り
」（
大
和
郡
山
市
主
催
）

②
２
月
20
日
（
土
）

　

薬
草
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
七
味

づ
く
り
（
高
取
町
主
催
）

③
３
月
５
日
（
土
）

　

宇
陀
の
鳥
や
花
を
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
♪
～
羊
毛
フ
ェ
ル

ト
と
レ
ジ
ン
教
室
～
（
宇
陀
市
主
催
）

〈
制
作
内
容
〉
う
ぐ
い
す
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
羊
毛
フ
ェ

ル
ト
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
と
桜
の
切
り

花
を
レ
ジ
ン
加

工
し
て
作
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
２

種
類
を
気
軽
に
楽
し
め
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。（
制
作
時
間
約
30
分
）

※
時
間
は
、
午
後
2
時
～
4
時
で
す
。

※
①
②
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
各
主

催
市
町
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】
奈
良
県
立
美
術
館

　
　
　
　
（
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
）

【
参
加
費
】
無
料

【
募
集
人
数
】
先
着
30
人

と
、
こ
ち
ら
の
健
康
を
気
遣
っ
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

字
を
読
む
の
が
困
難
な
方
や
高
齢

者
の
方
に
、
一
人
で
も
多
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◎
「
声
の
広
報
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

宇
陀
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
84
・

４
１
１
６
／
IP
☎
88
・
９
２
０
２
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。



薬
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や
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う
し
ょ
う
よ
う
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毎
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で
す
。
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❶
市
長
と
語
る
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
開
催

～
三
本
松
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
～

　

当
ま
ち
協
を
設
立
し
て
２
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
多
数
あ
り
ま

す
が
、
特
に
活
性
化
と
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
は
、
関
心
の
あ
る
項
目

で
す
。

　

12
月
11
日
に
三
本
松
集
会
所
で
開
催
し
た

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
に
は
25
名
が
参
加
し
、「
室

生
東
小
学
校
閉
校
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
「
三
本
松
地
域 

地
震
、
大
雨
災
害
時
避
難

に
つ
い
て
」
の
２
題
を
テ
ー
マ
に
懇
談
し
ま

し
た
。　

　

今
年
度
で
閉
校
と
な
る
校
舎
を
地
元
で
活

用
す
る
た
め
の
提
案
や
、
地
震
等
の
災
害
時

の
安
全
な
避
難
経
路
に
つ
い
て
等
、
多
数
の

質
問
を
交
え
な
が
ら
、
市
長
や
関
係
職
員
ら

と
熱
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ま
ち
協
か
ら
、
平
成
27
年
度
の

事
業
と
し
て
、
散
策
マ
ッ
プ
の
作
成
や
高
齢

者
等
の
見
守
り
隊
の
結
成
、
ま
た
、
ふ
れ
あ

い
餅
つ
き
大
会
の
開
催
等
の
紹
介
を
行
い
、

懇
談
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

当
ま
ち
協
で
は
、
地
域
課
題
の
解
決
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
し
い
取
り
組
み
に
も
積

極
的
に
挑
戦
し
て
、
三
本
松
の
「
文
化
・
福

祉
の
向
上
と
豊
か
で
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

～
本
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
～

　

当
ま
ち
協
で
は
、
12
月
13
日
、
大
宇
陀
本

郷
の
老
人
憩
い
の
家
で
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
の
住
民
約
40
名
が
参
加
し
、

「
宇
陀
市
が
目
指
す
今
後
の
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
」「
本
郷
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。　

➋
歩
く
・
知
る
・
活
か
す
　

伊
勢
参
宮
と
街
道

～
紀
伊
半
島
交
流
会
議

　
　
　
　
　
伊
勢
街
道
分
科
会
～

　

市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
の
採
択

を
受
け
た
本
事
業
。
2
回
目
と
な
る
今
回
は

11
月
15
日
、
桜
井
市
初
瀬
か
ら
宇
陀
市
榛

原
ま
で
の
約
６
キ
ロ
の
行
程
を
歩
く
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
と
は
2
本
の

ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て
歩
行
を
補

助
し
、
運
動
効
果
を
よ
り
増
強
す
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
長
谷
寺
駅
を
出
発
し
た
約
20
名
の

参
加
者
は
、長
谷
寺
の
門
前
町
を
通
っ
て
ゴ
ー

ル
の
旧
旅
籠
あ
ぶ
ら
や
ま
で
の
伊
勢
街
道
を

進
み
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
市
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
旅

日
記
に
見
る
伊
勢
参
宮
」
と
題
し
て
新
潟
大

学
非
常
勤
講
師
の
金
森
敦
子
先
生
の
講
演
会

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
伊

勢
参
宮
の
熱
気
で
賑
わ
っ
た
街
道
の
様
子
を

追
体
験
で
き
た
と
参
加
者
に
は
満
足
い
た
だ

け
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
ず
市
長
か
ら
、
市
の
現
状
と
地
域
活
性

化
を
目
指
す
施
策
の
説
明
、
そ
し
て
、
ま
ち

協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
主
体

の
組
織
と
し
て
、
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
地

域
活
動
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ま
ち
協
が
抱
え
る
課
題
と
し

て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
集
落
活
動
へ
の

影
響
や
、
増
え
つ
つ
あ
る
空
き
家
の
対
策

等
、
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
、
市
と
参
加
者

が
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
相
互
に
共
通
認
識

を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
宇
陀
市
の
農

業
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う
市
長
の
思
い

や
、
こ
の
地
へ
移
住
さ
れ
た
方
か
ら
、
近
所

と
の
つ
き
あ
い
・
助
け
合
い
の
精
神
が
残
る

本
郷
の
良
さ
に
つ
い
て
の
発
言
も
あ
り
、
交

流
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
ま
ち
協
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
や
市
が
よ

り
元
気
に
な
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲参加者の中には険しい坂道もポール
を使うことで、思っていたより楽に歩
けると笑顔を浮かべておられる方も。
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➌�
地
域
お
こ
し
は
継
続
か
ら
！

～
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ミ
ナ
ー
～

　
12
月
20
日
、市
役
所
会
議
室
に
お
い
て
「
平

成
27
年
度
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、「
空
き
家
の
無
い
村
・
出
な
い

村
」
と
題
し
て
北
森
義
卿
さ
ん
（
室
生
深
野
）

に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

北
森
さ
ん
は
43
歳
の
時
、
父
親
が
亡
く
な

ら
れ
深
野
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
35
戸
の
小
集
落
の

存
続
に
危
機
感
を
覚
え
、
地
域
の
中
堅
世
代

を
中
心
に
深
野
○
○
（
ま
る
ま
る
）
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初
は
年
配
の
方
の
中
に

は
都
市
と
の
交
流
に
対
し
て
懸
念
す
る
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
会
の
メ
ン
バ
ー
が
事
あ
る
ご
と

に
辛
抱
強
く
説
得
を
続
け
た
結
果
、
信
頼
関

係
が
で
き
「
あ
ん
た
ら
が
、
し
っ
か
り
や
っ

て
く
れ
る
な
ら
」
と
認
め
て
も
ら
う
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

　
今
年
で
結
成
30
年
。『
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
』
と
、
体
験
用
の
炭
釜
つ
く
り
・
サ
サ
ユ

リ
鑑
賞
会
・
氏
神
様
の
お
祭
り
等
を
通
し
て

多
く
の
仲
間
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
を
核
と
し
た
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
峯
山
久

惠
さ
ん
（
菟
田
野
岩
端
）
か
ら
、「
農
村
料
理

を
た
の
し
む
会
」
を
中
心
に
、
美
し
い
里
山

で
明
る
く
楽
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
活
動

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
た
め
に
月
１
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

活
動
を
経
て
、
会
員
数
８
名
で
女
性
グ
ル
ー

プ
「
い
わ
は
し
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
結
成
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
流
会
・
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
柿
の
葉
寿
司
販
売
・
鯉
の
ぼ
り
や
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
の
活
動
を
継
続
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
70
名
を
超
え
る
参
加
の
も
と
、

質
疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

「
楽
し
く
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し

た
」「
そ
の
地
域
に
合
っ
た
取
り
組
み
が
重
要

▲農村料理を楽しむ会や配食サービス
　（いわはし農村レストラン）

だ
と
思
う
」「
失
敗
を
乗
り
越
え
る
力
を
持
つ

考
え
方
や
女
性
の
協
力
体
制
は
良
い
と
感
じ

た
」
等
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
に
つ
い

て
市
民
が
自
己
決
定
の
主
体
と
な
り
、
互
い

に
助
け
合
い
、
ふ
れ
あ
え
る
活
動
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
は
HP
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
～
フ
キ
ノ
ト
ウ
～

　
春
を
告
げ
る
よ
う
に
、
野
山
に
頭
を
出
し
始
め
て

い
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
。
知
ら
な
い
人
は
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
一
度
は
食
べ
た
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
食
べ
て
い
る
フ
キ
の

茎
よ
り
は
、
葉
や
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
方
が
栄
養
価
が
高

く
、
ま
た
薬
用
効
果
も
数
段
上
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
は
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
で
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
本
当
は
、
小
さ
い
も

の
が
昨
年
末
か
ら
で
き
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
冬

の
寒
さ
に
耐
え
て
成
長
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
過
酷
な
条
件
下
で
成
長
し
て
い
る
と
、
特
に
効

果
の
高
い
成
分
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
春

の
山
菜
の
効
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
焼
い
た
り
、
て
ん
ぷ
ら
に
し
た
り

し
て
食
べ
る
と
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
香
り
と
ほ
ろ
苦
さ

が
食
欲
を
増
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
苦
味
成
分
と
香
り
に
含
ま
れ
る
精
油
成
分
（
テ

ル
ペ
ン
類
）
に
は
、
咳
を
鎮
め
、
痰
を
切
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
殺
菌
作
用
や
、
解
毒
な
ど
の
効
果

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
食
物

繊
維
も
多
く
、
便
秘
解
消
に
も
な
る
優
れ
も
の
な
の

で
す
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
そ
の
ま
ま
小
さ
く
刻
ん
で
、

み
そ
汁
に
浮
か
せ
る
と
、
春
の
に
お
い
を
楽
し
め
、

食
事
が
楽
し
く
な
り
ま
す
よ
。

　▲呼吸器系を強くするフキノトウ

※当市で「薬草活用講演会」をしていただいた
　村上光太郎先生の連載より一部抜粋

▲ビオトープや炭釜つくり　
　（深野○○会）
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天満台西 4丁目自治会自主防災会が団体受賞
奈良県防災功労者知事賞を受賞
� 12 月 20日

　「平成 27 年奈良県防災功労者知事表彰式」が国立
大学法人奈良女子大学で行われ、天満台西 4 丁目自治
会自主防災会（中野茂会長）が知事賞を受賞されました。
　当自主防災会は、天満台地域における防災・減災活
動を先駆け、周囲の自治会に対して自主防災組織の結
成推進に貢献されてきました。防災訓練や学習会の継
続実施はもちろんのこと、今後危惧される大災害に自
助・共助として対応するため『支え合おう防災！』を
合言葉に「向こう三軒両隣声掛運動」の推進など顔の
見える関係・連帯感を大切にし、さらなる防災・減災
活動を展開されています。
　なお、本受賞式は奈良県自主防犯・防災リーダー研
修に合せて実施され、受賞式後に当自主防災会副会長

（山岡勝良氏）より活動報告が行われました。

宇陀市初の快挙！
全国防火ポスターで最優秀賞受
賞者が表敬訪問� 1 月 12日

　昨年、生活協同組合全日本消防人共済会で募集さ
れた「平成 27 年度防火ポスターコンクール」で、最
優秀賞を受賞した、高 月夜さん（榛原中３）が市
役所を表敬訪問されました。
　受賞されたポスターは、運動期間中、全国各地で
掲示されています。高 さんは、中野副市長と福田
教育長から「インパクトがありすばらしい作品です。
市の子どもたちの励みになります」と、絶賛を受け
ました。
　高 さんは、「火
事になる原因から
イメージを膨らま
せて描きました。夏
休み最後の宿題と
して、一気にしあげ
ました。こんな賞を
いただき、今でも
実感がありません」
と、語られました。

安全・安心のまちづくりのために
年末特別警戒出発式および消防
車両引渡式を開催�12 月 29日・30日
　宇陀市消防団による年末特別警戒が実施され、初日
の 29 日に市役所玄関前で出発式が行われました。
　式終了後は、各分団が 2 日にわたり、管轄地域を
巡回し、市民に火災予防を呼びかけました。
　また、消防車の更新に伴う車両引渡式も行われ、小
型動力ポンプ付軽積載車 2 台が、榛原第 3 分団と榛
原第 4 分団に引き渡されました。
　宇陀市消防団は、地域防災の要として「自分たちの
地域は自分たちで守る」を合言葉に、災害のない安心
して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。

統計調査において長年にわたり貢献
総務大臣表彰を受賞� 11 月 30日

　奈良市の東大寺総合センターにおいて、「平成 27
年度奈良県統計功労者表彰式」が行われ、市から、
森田和子さん（大宇陀本郷）が総務大臣表彰を受賞
されました。
　統計功労者表彰は、各省庁
が実施する統計調査に、長年
にわたり指導員や調査員とし
て従事された方に贈られるも
のです。受賞を心からお喜び
申し上げますとともに、今後
の益々のご活躍を祈念いたし
ます。
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『こどもスキーわくわく
レッスン　楽しくて
ぐんぐん上達！』
岡部哲也ｽｷｰｽｸｰﾙ　監修
出版：スキージャーナル

　人気スキースクールの指導法を公開。ス
キー板をはくところからステップを重ね、
最終的にはパラレルターンができるよう、
目指します。（中央図書館所蔵）

おはなし会やその他のお知らせはＰ 25

　新しく入った、菅原文太さんの『日
本人の底力』から印象に残ったお話を
ひとつ。
　この本は、菅原文太さんが生前ラジ
オ番組で放送されていた内容を 22 名の
方との対談としてテーマ別に編集され
たもの。対談の中で「近頃は当たり前
のことが軽んじられるようになった。」
と嘆く。「例えば、稲刈りした後藁を機
械で粉砕してしまうので、藁を使いた
ければ買わなくてはならない。代わり
にマルチを使っているが、あれは人工
物で土に戻らないし、肥料にもならな
い。確かに雑草は育たないが本当にそ
れでいいのか。藁を用い、たい肥を作り、
作物を育てる。そういう農業が忘れら
れつつある。」と熱く語る。　
　本格的に農作業が始まる春までにこ
の本を読んで、新たなるチャレンジの
参考にしてみてください。

『めざせ！動物のお医者さん
（シリーズおしごとのおは
なし）』
きむらゆういち　作
サトウユカ　絵
出版：講談社

　元気がない飼い猫のノンピを連れて病院
にやってきた翔太。治るか心配でしたが、
獣医さんはテキパキと診察をしてくれます。　　
　その後の獣医さんとのやりとり、誠実な
姿から翔太は獣医になろうと決心したので
した。巻末に獣医という職業の紹介があり
ます。（中央図書館所蔵） 

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

ま
ち
の
わ
だ
い
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社会参加の促進・障害者に対する理解を深めるため
奈良県障害者作品展で入賞�12 月 10日
　障害者週間（12 月 3 日～ 9 日）にあわせて開催されてい
る「第 43 回奈良県障害者作品展」
において、岸本小夜子さん（榛原）
の作品が工芸の部において優秀賞
を受賞されました。
　岸本さんは、呉服商をされてい
た母を思いながら、一針一針縫い
続け作品を完成されたそうです。
　「思いがけない賞をいただき、母
も喜んでくれていると思います」
と、喜びを語られました。

税に対する知識を深め社会の仕組みを正しく理解

「平成 27年度　税の作文集」で入賞
【高校生の部】
◎奈良県租税教育推進連絡協議会長賞　
　曽我部亜美（榛生昇陽高１年）「国民の無駄遣い」
◎桜井税務署長賞
　植田侑姫（榛生昇陽高１年）「教科書で学んだこと」
◎桜井税務署管内租税教育推進協議会長賞
　尾崎朱音（榛生昇陽高１年）「海外と日本の税の差」
【中学生の部】
◎奈良県知事賞
　陣田実沙（室生中３年）「ふるさと納税について」
◎奈良県納税貯蓄組合総連合会長賞
　亀田萌花（大宇陀中３年）「私達の暮らしを支える税金」
　窪田衞人（室生中３年）「地域と関わる税」
◎桜井租税教育推進協議会長賞
　西久保祐依葉（大宇陀中２年）「何のための相続税か」
◎桜井納税貯蓄組合連合会長賞・金賞
　竹原亨（大宇陀中２年）「税の大切さ」
　上林まりか（榛原中 3 年）「税で繋がる明るい未来」
　辻村珠希（室生中 3 年）「税」の大切さ
　森本実莉（室生中 3 年）「税金とわたしたちの暮らし」
◎桜井納税貯蓄組合連合会長賞・銀賞
　松田直也（大宇陀中 3 年）「税金の大切さ」
　大瀬愛結（榛原中 3 年）「三年後の選挙権と税について」
　抜井瑞樹（室生中 1 年）「ぼくの住んでいる地域と税金」
　寺澤凛花（菟田野中 1 年）「税金と暮らし」　　　 （敬称略・順不同）

5 組のカップル誕生♡
うだカップリングパーティ８

11 月 28日

　独身男女の結婚を支援する「うだカップリングパーティ８」
（NPO 法人うだ夢創の里主催・宇陀市）が、室生大野で開催
され 32 名が参加しました。
　参加者は自己紹介の後、石窯ピザ作りや石臼での餅つき等
を体験しながらフリートークを行いました。
　多くの方と会話を
楽しみ、当日 5 組の
カップルが誕生しま
した。この出会いを
きっかけに、お付き
合いに発展していく
ことを期待していま
す。



○非常勤医師（消化器内科・呼吸器内科・一般内科）
　報酬：年俸制、1100万～ 1700万円（税込）
　　　　※指導医・専門医等優遇します（要相談）。
　手当：�各種手当は年俸に含む（退職金はありません）。
　業務内容：外来診療・病棟管理・当直業務
　経験：卒後５年以上　勤務日数：週４～５日
○作業療法士（正職員）１名
　対象者：�昭和 56年４月２日以降に生まれ、資格を有する人
　採用試験：筆記試験、小論文、面接　試験日：後日連絡
　提出書類：履歴書、資格証明書の写し
○薬剤師（正職員）１名
　対象者：�昭和 51年４月２日以降に生まれの薬剤師免許資格

者、平成 28年３月に大学・短大・専門学校卒業見
込者 (免許取得見込者 )で同 4月から就労可能な人　

　採用試験：筆記試験、小論文、面接　
　試験日：3 月 10日　申込期限：2 月 29日必着
　提出書類：履歴書、免許の写し、卒業見込証明書、成績証明書
★問い合わせ・申し込み：経営企画課
　　　 　　（土・日・祝を除く午前９時～午後５時）

　　　　　　　　　　　　　外　来　診　療　日　程　表　　　　　　（1月 1日現在）
　　初診受付及び予約外の診療受付は、午前 8 時から午前 11 時までとなっています

診療科　　　　　　　　　曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
循環器内科�（�消化器内科�）

1診 白�石 杉�原 杉�原 佐々木 佐々木
2診 椎木（しいき） 松�倉 椎�木 椎�木 松�倉
3診 竹田（初診） 松�島 白�石 竹�田 前�川
4診 澤田（消化器） 林 林 林
初診 松�島 平�田 大�野 澤�田 小林（午後3時まで）

午後
ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ外来
松倉（予約）

第２月曜（午後２～３時）

腎臓外来
椎木（予約）

毎週（午後２～３時）

糖尿病教室
指定日（午後2時30分～）
北館 2階　栄養指導室

外　科 中�辻 越智（おち） 中�辻 中�辻 中�辻

婦人科 午前 休診 南渕（なぶち） 南�渕 休�診 南�渕
午後 更年期外来（予約） 更年期外来（予約）

整形外科
※ �1 診は奈良肩・肘セン
ターを兼ねています。

1診 水掫（もんどり）（予約） 水掫（予約） 仲�川 水�掫 仲川（予約）
2診 竹�嶋 竹嶋（予約） 森�田 井上（予約） 奥本（予約）
3診 花房（はなふさ） 奥�本 池�田 門野（予約） 江�川
4診 倉田（予約） 【午後】酒本 倉�田 井�上
5診 池�田 【午後】仲川（予約）

耳鼻いんこう科
木�村

休�診
【第1・3・５週】横田
【第２・４週】木村 休�診

金�田（かなた）
第２金曜のみ

午前 10時から診察
補聴器外来

第２-4月曜（午前中-予約)

眼　科 1診 夏目恵 夏目恵 担当医 丸岡／担当医 夏目恵
※丸岡医師の診察は、受付は午前 10時 30分まで

皮膚科 午前 晋山（しんやま） 白�井 休�診 休�診 正畠（しょうばたけ）

神経内科 1診 拾尾（じゅうお） 拾尾（新患） 塩�田 拾�尾 拾�尾
特別外来 【午後】(予約制 ) 【午後】(予約制 ) 【午後】(予約制 ) 【午後】(予約制 )

泌尿器科 夏目修 夏目修 夏目修 夏目修（新患のみ）
※受付は午前10時30分まで

中�井

小児科 午前・午後 岸�本 岸�本 岸�本 岸�本 岸�本
予防接種（午後1時～2時） 予約制 予約制 予約制

◎整形外科に限り、当日の午前 8 時 30 分～ 10 時までの間に、昼からの診察を電話予約することができます。（人数制限あり）
◎腎透析については、内科外来で受付しています。◎小児科の診察は、小児科予約システムで予約することができます。
◎小児科の午後の受付時間は午後 1 時から午後 4 時まで、診察時間は月・水・金は午後 2 時～、火・木は午後 1 時～。

1 月に新しく採用された常勤医師を紹介します
▶池田 智恵子 ( いけだ�ちえこ )医師
　1 月より整形外科で勤務することになりました池田です。
昨年 6月までは奈良県総合医療センター、12月
までは奈良県立医科大学で勤務しておりました。
今は新しい環境に不安半分、期待半分といった
感じです。
　外傷と、骨粗鬆症を中心に、治療に当たらせ
ていただきます。まだまだ若輩者ですが、頑張っ
ていきますのでよろしくお願いします。
診療日：池田医師の外来診察は毎週火・水曜日です

■整形外科からのお知らせ ■市立病院職員募集（随時採用）

【2月の予定】4 日（木）・18日（木）・25日（木）
【時間】午後 2時 30分～【開催場所】北館２階栄養指導室

■糖尿病教室のご案内

骨粗鬆症外来（完全予約制）を拡充します
【診察場所】整形外科外来
【診察日時および診察医師】
　水・金曜日：午前 10時～正午（水：池田医師／金：井上医師）
　木曜日：午後１時～４時（仲川院長）

【予約方法】休院日を除く午前９時～午後４時
　電話予約 / 地域連携室☎ 85・1201　直接来院 / 総合受付
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病院の休診日：
土・日・祝日・年末年始



「健幸都市“ウェルネスシティ宇陀市”」
健康ポイントカードの応募締切が近づいています

問い合わせ :健康増進課（☎ 82・3692/IP ☎ 88・9087）・室生福祉保健交流センター（☎ 92・5220/IP ☎ 88・9175）

［2 月のウェルネスイベント］
●成年後見＆医療・介護市民シンポジウム
　～いつまでも私らしく暮らすために～
日時　2月 6日（土）午後 1時～ 4時
場所　文化会館かぎろひホール

●大和富士登山大会 (�裏面参照 )
日時　2月 21日（日）午前 10時
場所　大和富士ホール（集合）
　　　　～十八神社～大和富士（額井岳）

　健康ポイントとは、市民のみなさんの主体的な健康づくりを推進するため、健康への取り組みを
ポイント化しカードにポイントを貯め、50 ポイントごとに応募していただけます。
　応募者の中から抽選で記念品が当たり、楽しみながら健康に関心を深めていただく事業です。

対象　宇陀市民の方（年齢は問いません）
ポイント　◎健康診査やがん検診等の健診 ➡ １回 10 ポイント　◎各種健康イベントなど ➡ 1 回５ポイント
　　　　　◎日々の健康への取り組み ➡ １日１ポイント (1 応募につき 40 ポイントが上限 )

　毎日の健康づくりでポイントを貯めていただきました“健康ポイントカー
ド”の平成 27年度抽選会を３月中旬に行います。50ポイント貯まったカー
ドをお持ちの方は、お早目にご応募ください。
※今年度 50 ポイントに満たなかったカードは、来年度継続してお使いください。
応募締切　3 月 7日（月）
応募箱設置場所　市役所健康増進課・室生福祉保健交流センター（ぬく森の郷）・各地域事務所

平成 28年度健康ポイント事業に
協賛していただける商店・事業所等を募集します

～健幸都市“ウェルネスシティ宇陀市”の実現をめざして～
　「健康ポイント」事業の趣旨をご理解いただき、健幸都市“ウェルネス
シティ宇陀市”の実現を応援していただける商店や事業所等を募集します。
　ポイント事業の記念品として商品などの提供・協賛いただける商店や
事業所などにつきましては、お名前および商品イメージ等をチラシやホー
ムページに掲載させていただきます。
※詳細については、健康増進課へお問い合わせください。

認知症の方への支援　認知症サポーターキャラバン
シリーズ 9 問い合わせ：医療介護あんしんセンター（☎ 85・2500/IP ☎ 88・9480）
宇陀市医療介護あんしんセンターから
～宇陀市が新たに開設する在宅医療・介護の連携拠点～

※電話番号（局番）をお間違えのないように、ご注意ください。

☆認知症サポーターキャラバンとは？
　尊厳をもって最後まで自分らしくありたいと、誰もが望む
ことです。この願いをはばみ、深刻な問題になっているのが
「認知症」です。認知症は誰にでも起こりうる脳の病気に起
因するもので、85歳以上では 4人に１人にその症状がある
といわれています。2004 年「痴呆」の呼び名が「認知症」
に呼称が変更されたことをひとつの契機として、みんなで認
知症の人とその家族を支え、誰もが暮らしやすい地域をつ
くっていく運動「認知症を知り地域をつくる 10カ年」キャ

ンペーンが始まりました。このキャンペーンの一環として、
認知症サポーターキャラバン事業が実施されています。認知
症サポーターキャラバンとは、認知症を理解し、認知症の人
や家族を温かく見守り支援する「認知症サポーター」を全国
で養成し、サポーターを増やすことで、認知症になっても安
心して暮らせるやさしい町づくりに取り組んでいくことです。
　認知症サポーター養成講座は、宇陀市でも、自治会や民生
児童委員、まちづくり協議会、警察、銀行、高等学校等で
493人の方が受講されています。

◎「認知症サポーターキャラバン」のマスコット「ロバ隊長」です。　
　認知症サポーターの「キャラバン」（隊商）の隊長として、「認知症になっ
ても安心して暮らせる町づくり」への道のりの先頭を歩いています。ロバ
のように急がず、しかし一歩一歩着実に、キャラバンも進んでいきます。

認知症サポーター養成講座のご案内（参加費無料）
日時　2 月 17日（水）午後 1時 30分～ 3時
場所　榛原総合センター（3階ホール）
対象　宇陀市民、市内在勤・在学の小学生以上の方
講師　認知症サポーター養成講座の講師資格を持った
認知症キャラバンメイトの方
内容　DVDやテキストを使い、認知症の症状やその予

防、認知症の人に接するときの心構え等基礎的なこ
とを学びます
※受講者には、テキストのほかオレンジリング（認知
症サポーターの目印）をお渡しします。
申込方法　2月 12日（金）までに宇陀市医療介護あん
しんセンター（☎ 85・2500）へ
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☆
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
（
申
込
不
要
）

　

子
育
て
を
し
て
い
る
家
族
が
、
自
由
に
遊

べ
る
よ
う
に
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

　
親
子
で
ゆ
っ
た
り
遊
び
、み
ん
な
で
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
弁
当
や
お
や
つ
を
持
っ
て
来
て
、
食
べ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
就
学
前

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
、
祝
を
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

☆
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば

 

２
月
の
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
感
染
症

予
防
と
積
雪
が
予
想
さ
れ
る
た
め
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
３
月
の
予
定
】

２
日
（
大
宇
陀
こ
ど
も
園
）・
９
日
（
ぬ
く
森

の
郷
）・
16
日
（
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
と
し
て
、
毎
月
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
就
学
前
（
小
学
校
入
学

ま
で
）
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
2
月
22
日
（
月
）

　
受
付
：
午
後
2
時
15
分

　
開
始
：
午
後
２
時
30
分
（
1
時
間
程
度
）

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

【
内
容
】「
新
聞
紙
を
使
っ
て
、
身
体
を
動
か

し
て
遊
ぼ
う
！
」

【
参
加
費
】
無
料

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
84
・
９
９
２
５
）

☆
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
（
親
子
ふ
れ
あ
い

事
業
）（
申
込
不
要
）

　子どもをほめて育てることは良い、とわかっていても子育てしているとつ
い注意が先に口から出てしまうもの。「なにをほめたらいいの？」「どうやっ
てほめたらいいの？」と迷ってしまう時がありませんか？
　子どもは日々成長しています。子どもの育つ力を励まし、子どもの新た
な意欲につなげましょう。

　「ほめる」でよいイメージが連鎖していきます。

　

マ
ニ
先
生
と
一
緒
に
、
英
語
に
触
れ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
2
月
12
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

☆
英
語
で
あ
そ
ぼ
う

▲「英語で遊ぼう」開催の様子

問こども未来課（☎ 82・2236/IP ☎ 88・9080）

～ほめ上手４つのポイント～
１．いまできていることを見つけてほめる
２．いいな、と思ったその時にほめる
３．ほかの子と比べず、過去からの成長をほめる
４．ほめっぱなしにせず、次の行動を見届ける

　「いいな」「がんばったな」「またしてほしい」と思った行動は、その場ですぐに言葉や態度で表現して
ほめるようにしてみましょう。

認められた、
という喜び

自身がつく、
自分を肯定できる

新たな意欲
につながる➡ ➡ ➡

子育てアドバイス

ほめられる
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子育て支援センター☎84・9925

♪♪♪♪

△なかよしひろば
「新聞紙を使って、身体
　を動かして遊ぼう！」

◎0歳児合同親子教室 ♪♪♪ リズムの日
(健康ポイント事業）

リズムの日
(健康ポイント事業）

お話の日

お話の日

※家児相談日

※保健師
・家児相談日

お話の日

お話の日

※家児相談日

※家児相談日

1 2 3 4 5

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24 25 26

29

♪♪♪

♪＝お話の日(毎週)火曜日 ＝リズムの日（毎週木曜日）
※健康ポイント対象の事業になります。

＝相談日※

リズムの日
(健康ポイント事業）

◆英語であそぼう

●おしゃべり会
～ほっこりタイム～ ♪

11:00 ～ 11:30

11:00 ～ 11:30

11:00 ～ 11:30

11:00 ～ 11:30

14:30 ～ 15:30
10:00 ～ 11:30

11:00 ～ 11:30

11:00 ～ 11:30

11:00 ～ 11:30

★＝つどいのひろば

子育てアドバイス

◎2歳児合同親子教室

◎1歳児合同親子教室 建国記念の日
10:30 ～ 11:30

　保護者同士でちょっとひと時、おしゃべりを楽しむ会を
企画しました (^^)!
　日頃の子育ての話や情報交換など、悩みや自慢話も
OK ！おじいちゃん、おばあちゃん、お父さんも大歓迎です。
　支援センターの職員も仲間に入れていただいて、楽しく
おしゃべりしましょう。

【日時】２月 24 日（水）午前 10 時～ 11 時 30 分
【場所】子育て支援センター
【定員】先着 10 名（お子さまは、別

のお部屋で遊ぶこともできます。）
【申し込み】子育て支援センターまで

直接またはお電話ください

　おしゃべり会～ほっこりタイム～
　　　　　　　　　に参加しませんか

☆子育て講座☆ベビーマッサージ
　赤ちゃんとの、肌と肌の触れ合いからのコミュニ
ケーションを感じませんか。

【日時】２月 20 日（土）午前 10 時～ 11 時 30 分
　受付：午前９時 30 分

【場所】子育て支援センター
【講師】インストラクター　金谷智子さん
【対象】市内在住の生後２カ月～ 12 カ月の子ども

と保護者
【定員】10 組（定員になり次第締切）
【持ち物】タオル２枚（赤ちゃんを寝かせられる大

きさのもの）
【申し込み】子育て支援センターまで直接またはお

電話ください
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対象地域 内容 実施日 対象者 場所 開始時間

対象地域 内容 実施日 対象者 場所 受付時間

全地域

大宇陀・菟田野

榛原・室生

予防接種説明会

24（水）

10（水）

23（火）

25（木）

平成27 年12 月生まれの
児の保護者

室生福祉保健
交流センター

午前１０時

午後1時～
1 時50分

平成27 年9 月～
10 月生まれの児

平成24 年6 月～
8 月生まれの児

大宇陀保健
センター

室生福祉保健
交流センター

3 歳児健康診査

2 歳児歯科健康診査

29（月）

平成27 年9 月～
10 月生まれの児
平成27 年3 月～
4 月生まれの児

4 ～ 5 か月児
　　　　　健康診査
10 ～ 11 か月児
　　　　　健康診査
4 ～ 5 か月児
　　　　　健康診査

平成25 年11 月～
平成 26 年 1 月生まれの児

ひよこクラス（育児教室）

“子育てや離乳食”につい
て、ママ同士楽しく学びな
がら交流や情報交換しませ
んか。参加希望の方は、室

生福祉保健交流センターまでお申し込みください。
【日程・内容】
　① 2 月４日（木）：赤ちゃんの生活・病気の予防
　② 2 月 9 日（火）：離乳食（講話と調理実習）
　③ 2 月 17 日（水）：絵本・歯のケア・けがの　

予防　
※時間は、午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分です。

【場所】室生福祉保健交流センター
【対象】平成 27 年 10 月～ 12 月生まれの乳児の

保護者
【持ち物】母子健康手帳、筆記用具、②はエプロン、

三角きん、手拭きタオル
◎託児：該当するお子さんの託児を行います。

【費用】１回 300 円（事前申込必要）

【日時】2 月 22 日（月）
　　　午前 11 時～午後 2 時

【場所】室生福祉保健交流センター
【内容】○みんなで作ってみんなで食べよう　

○情報交換・来年度の計画検討
【対象】精神保健福祉手帳を持っている統合失

調症の方
【持ち物】エプロン、三角きん（バンダナ）、

手拭タオル
【参加費】材料代（500 円程度）

「なかま会」のご案内

【日時】2 月 5 日（金）・12 日（金）・19 日（金）
　午前 11 時～午後 3 時 30 分

【場所】室生福祉保健交流センター
【内容】手芸（種でブローチ作り）・工房（小

物入れ）
【対象】65 歳以上で介護保険の認定になって

いない方
【持ち物】老眼鏡、種、ピンセット

ぬくもりサロン（室生地域）

　平成 27 年度対象者の肺炎球菌予防接種の費用
助成期限は 3 月 31 日までです。
　助成は生涯を通じて 1 回限りです。まだお済
でない方は、お急ぎください。

【平成 27 年度の対象者】
・65歳（昭和25年4月2日生～昭和26年4月1日生）
・70歳（昭和20年4月2日生～昭和21年4月1日生）
・75歳（昭和15年4月2日生～昭和16年4月1日生）
・80歳（昭和10年4月2日生～昭和11年4月1日生）
・85 歳（昭和 5 年 4 月 2 日生～昭和 6 年 4 月 1 日生）
・90歳（大正14年4月2日生～大正15年4月1日生）
・95 歳（大正 9 年 4 月 2 日生～大正 10 年 4 月 1 日生）
・100 歳（大正 4 年 4 月 2 日生～大正 5 年 4 月 1 日生）
○接種日時点で 60 歳以上 65 歳未満の者で

あって、心臓、じん臓、呼吸器に重い病気
のある方（厚生労働省令で定める者）

○過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受
けたことがある方は対象となりません。

【自己負担金】2,000 円（生活保護世帯の方は無料）
※詳しくは、健康増進課（☎ 82・3692 ／ IP

☎ 88・9087）までお問い合わせください。

高齢者肺炎球菌予防接種のお知らせ
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うだチャン 11ch で
1月放映したレシピです。

えびとじゃが芋のグ
ラタン・根菜と水菜
のごまサラダ
（4 人分 )

●えびとじゃが芋のグラタン
〔材料〕
　じゃが芋…520 ｇ、小麦粉…大さじ４、牛乳…

320 ｍｌ、えび…12 尾、しめじ…120 ｇ、ブロッ
コリー…80 ｇ、スライスチーズ…4 枚、バター…
大さじ 1 強、塩…小さじ 2/3、こしょう…少々

〔作り方〕
➊えびは殻と背わたを取る。しめじは石づきを取っ

て小房にほぐす。ブロッコリーは小房に分け、さっ
と茹で水気をきる。
➋じゃが芋は皮をむいて電子レンジで加熱し、熱い

うちに粗くつぶす。塩、こしょうをして混ぜる。
➌小麦粉と牛乳をよく混ぜておく。
➍➋に➌を入れてざっくり混ぜる。

➎➍の上に➊の材料をのせる。スライスチーズはち
ぎって散らし、バターも少しずつのせて、180℃
のオーブン（トースター）で 10 分程度焼く。

●根菜と水菜のごまサラダ
〔材料〕
　ごぼう…60 ｇ、水菜…100 ｇ、人参…40 ｇ、A（醤

油…小さじ 2、酢…小さじ 2、ごま油…大さじ 1、
すり白ごま…小さじ 2）

〔作り方〕
➊人参とごぼうは斜め細切りにし、さっと茹でて水

気をきっておく。水菜は 3㎝長さに切る。
➋ A を合わせて混ぜ、人参とごぼう、水菜と和える。

その他のレシピは、ホームページをご覧ください。 宇陀市　食育推進

　現在、ひきこもり状態にある方は全国で 70 万人と推計されています。
　あなたの身近にも「自室から出てこない」などひきこもり状態の方は
いませんか？また、一人で抱え込んでいませんか？
　ひきこもりの理解と支援の実態についてお話いただきます。
　みなさんの、ご参加をお待ちしています。

昨年開催の様子

こころの健康づくり学習会

ひきこもりの今「抱えることと送り出すこと」
【日時】3月5日（土）午後1時30分～3時30分
　　　（受付：午後 1 時～）

【場所】榛原総合センター　3 階大ホール
【講師】関西大学　臨床心理専門職大学院教授
　　　　石田  陽彦 氏
〔講師プロフィール〕
学校・教育現場を中心とした豊富な臨床経験を生かし、
最近は特別支援教育や青年ひきこもり対策などにも積極
的に取り組まれています。また、ひきこもり親の会、本
人の会の継続的な支援もされています。
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■
二
輪
車
等

　

平
成
28
年
度
課
税
よ
り
、
標
準
税

率
を
約
１・５
倍
（
最
低
２
，
０
０
０

円
）
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

■
軽
四
輪
車
等

　
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）

○
平
成
28
年
度
課
税
よ
り
、
車
検
証

に
記
載
さ
れ
た
初
度
検
査
年
月
が
平

成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
規
で
登

録
し
た
車
両
は
新
税
率
（
初
度
検
査

年
月
が
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の

車
両
に
つ
い
て
は
現
行
の
標
準
税
率

の
ま
ま
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
新
税

率
は
、
自
家
用
乗
用
車
は
１・
５
倍
、

車種区分 標準税率
現  行 改  正

原付

50cc 以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円
軽二輪（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円

小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円
被牽引車 2,400 円 3,600 円

車種区分 標準税率 重課税率②
現行 改正①

三輪 660cc 以下 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪
車で
660c
以下

乗用 自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

■二輪車の税率改正内容

■軽四輪車等の税率改正内容

車種区分 税  率
現  行 改  正

その他 4,700 円 5,900 円

■小型特殊自動車の税率改正内容

そ
の
他
の
区
分
の
車
両
は
約
１・
２
５

倍
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
28
年
度
課
税
よ
り
、
初
度
検

査
年
月
か
ら
起
算
し
て
、
13
年
を
経

過
し
た
翌
年
度
分
か
ら
、
標
準
税
率

の
概
ね
20
％
の
重
課
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

　

平
成
28
年
度
課
税
よ
り
、
標
準
税

率
が
約
１・
２
５
倍
に
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。

※
な
お
、
農
耕
用
の
小
型
特
殊
自
動
車

は
現
行
ど
お
り
１
，
６
０
０
円
で
す
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

■
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
中
に
初
め
て
車
両
番

号
の
指
定
を
受
け
る
軽
自
動
車
で
、

排
出
ガ
ス
お
よ
び
燃
費
性
能
の
優
れ

た
車
両
に
つ
い
て
は
軽
自
動
車
税
が

軽
課
さ
れ
ま
す
。

車種区分 税率 軽減後税率
あ い う

三輪で 660cc 以下 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪
車で
660c
以下

乗用 自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物用
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

あ： 電気・燃料電池自動車、天然ガス軽自動車（平成 21 年排出ガス規制 NOx10％以上低減）
い： 【乗用】平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）
  　　　かつ平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成のガソリン車（ハイブリッド車含む）
 【貨物】上記（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車
う： 【乗用】上記（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準達成車
 【貨物】上記（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車

■グリーン化特例の軽課率

問
税
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

放
送
試
験
を
実
施

　
地
震
や
武
力
攻
撃
等
の
災
害
時
に
、

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な

ど
を
活
用
し
て
情
報
伝
達
さ
れ
る
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
『
Ｊ
・
Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）』。

　

そ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
緊
急
情
報

を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
様
々
な

情
報
伝
達
手
段
を
用
い
た
試
験
放
送

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
拡
声
子
局
を
用
い
て
、

自
動
ま
た
は
手
動
に
て
屋
外
放
送
試

験
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
実
施
日
時
】
2
月
18
日
（
木
）

　
午
後
2
時
15
分
頃

問
危
機
管
理
課

（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

▲屋外拡声子局
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【
内
容
】

①
創
業
に
向
け
た
取
組
お
よ
び
準
備

に
つ
い
て

②
事
業
（
創
業
）
計
画
書
作
成
の
必

要
性
に
つ
い
て

③
補
助
金
等
の
施
策
活
用
に
つ
い
て

④
創
業
事
例　
等

【
講
師
】
丸
橋
勝
也
氏
（
中
小
企
業
診

断
士
）

【
定
員
】
30
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
問
へ

※
申
込
書
は
、
宇
陀
商
工
会
、
産
業

企
画
課
窓
口
ま
た
は
商
工
会
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
宇
陀
商
工
会

（
☎
82
・
２
２
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
６
５
４
７
）

〒
6
３
３・
０
２
５
３

　
榛
原
萩
原
１
６
０
・
1

問
産
業
企
画
課

（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
８
２
１
１
）

市
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
押

え
た
自
動
車
を
公
売
し
ま
す

【
公
売
方
法
】
期
間
入
札
（
ヤ
フ
ー
㈱

が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
）

【
申
込
期
間
】
２
月
16
日
（
火
）
午
後

１
時
～
26
日
（
金
）
午
後
11
時

　

市
政
の
円
滑
な
推
進
に
市
税
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
納
期
限
内
納

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
徴
収
対
策
課

（
☎
82
・
３
６
４
３
／
IP
☎
88
・
９
０
８
５
）

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

市
内
で
新
し
く
創
業
を
考
え
て
い

る
方
、
事
業
の
継
続
や
更
な
る
成
長

を
考
え
て
い
る
方
等
、
新
た
な
事
業

展
開
を
目
指
す
方
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
5
日
（
土
）　

　
午
後
7
時
～
9
時

【
場
所
】宇
陀
商
工
会
館（
榛
原
萩
原
）

【
テ
ー
マ
】
創
業
に
向
け
て
の
施
策
活

用
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
案
内
書
等

に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の

末
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た
、
万
が

一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
便
利
で
安
心
、
前
納
割
引
も
あ
る

お
得
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

　
口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、
毎
月
、

納
め
に
行
く
時
間
と
手
間
が
か
か
ら

ず
便
利
で
安
心
で
す
。
口
座
振
替
の

な
か
に
は
割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替

方
法
（
毎
月
納
付
（
早
割
）・
６
ヶ
月

前
納
・
１
年
前
納
・
2
年
前
納
）
も

あ
り
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
は
？

　
預
金
通
帳
、
金
融
機
関
の
届
出
印
、

年
金
手
帳
を
持
参
の
上
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
、
市
役
所
、
各
地
域
事

務
所
、
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
に
て

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

昨年夏季の節電結果
を報告します

　昨夏の節電期間（7 ～ 9 月）の市内
の使用電力量は、東日本大震災発生年
度（H22 年度）比 18.2％、前年度（H26
年度）比 1.5％削減となりました。
この冬も引き続き、無理のない範囲で
節電にご協力よろしくお願いします。

問環境対策課
　（☎ 82・2202 ／ IP ☎ 88・9078）

詳しくは、ヤフー官公庁オー
クションをご覧ください

【
駐
車
場
の
所
在
地
】

　
市
営
下
井
足
駐
車
場

　
（
榛
原
下
井
足
99
‐
1
外
）

【
募
集
台
数
・
使
用
車
種
】
60
台
（
普

通
車
ま
た
は
軽
自
動
車
）

※
二
輪
車
の
駐
車
場
と
し
て
の
利
用

は
不
可
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方
で
、
か
つ
市

外
へ
通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
方

【
使
用
料
】
月
額
６
，
０
０
０
円
／
台

【
利
用
期
間
】
4
月
1
日
（
金
）
～
平

成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

【
申
し
込
み
】
申
請
書
・
運
転
免
許
証

と
市
外
へ
通
勤
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
・

印
か
ん
を
持
参
。（
申
請
書
は
総

務
課
に
あ
り
）

※
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
2
月
1
日
（
月
）
～
12

日
（
金
）

【
決
定
方
法
】
次
の
方
法
に
よ
り
利

用
者
を
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

申
込
時
に
説
明
し
ま
す
。

①
申
込
者
が
駐
車
場
の
募
集
台
数
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
。

②
駐
車
区
画
は
、
申
込
者
が
募
集
台

数
を
超
え
な
い
場
合
で
も
抽
選
。

【
抽
選
日
】
2
月
19
日
（
金
）
を
予
定

問
総
務
課

（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
は

領
収
書
の
写
し
が
必
要
で
す

　

確
定
申
告
等
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
に
は
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

（
写
し
）
を
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
等

で
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
際
に

は
、
領
収
書
の
原
本
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

昨
年
中
の
医
療
費
で
高
額
療
養
費

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
は
、

確
定
申
告
等
の
前
に
領
収
書
を
コ

ピ
ー
し
て
保
管
く
だ
さ
い
。
高
額
療

養
費
支
給
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
領

収
書
と
印
か
ん
を
ご
持
参
の
う
え
、

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
8
６
）

 
平
成
28
年
度
　
市
営
駐
車
場
利
用
者
を
募
集
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【交通規制場所・時間】
 ◆マラソンコース内の規制
　○ポイント ① → ② → ③ 午前 9 時～ 11 時 30 分
　○ポイント ③ → C 午前 9 時～ 10 時 10 分　
　○ポイント ④ →石田橋→ 午前 9 時～ 11 時
　（ポイント ④～石田橋～ ⑤の区間は、最終走者が
　 通過後、解除します。）
 ◆その他の規制
　○ポイント A → ① 午前 9 時～ 11 時 30 分　
　○ポイント B → ② 午前 9 時～ 10 時 10 分

至伊那佐体育館

―
宇
陀
市
誕
生
10
周
年
記
念
― 

第
9
回
　
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

大
会
運
営
・
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
（
生
涯
学
習
課
内
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
82
・
３
９
７
５
／
IP
☎
88
・
９
３
６
４
）

【奈良交通バスの運行について】
　菟田野・榛原方面の県道 31 号線①～②～ C の区間
については、③⇔篠楽交差点⇔榛原駅で迂回運行。
県道 31 号線③～ C の区間については通常運行します。

3月13日（日）雨天決行、荒天中止
　　【受付】午前 7 時 30 分～ 9 時
　　【開始】午前 8 時 45 分（開会式）
　　【会場】市役所および周辺道路

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
室
生
埋
蔵
文

化
財
整
理
収
蔵
セ
ン
タ
ー
公
開
講
演
会

「
宇
陀
の
文
化
財
2
」
開
催

　

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、

奈
良
県
東
部
・
南
部
地
域
の
文
化
遺

産
を
紹
介
す
る
催
し
と
し
て
、
旧
室

生
高
校
の
校
舎
を
活
用
し
て
開
所
さ

れ
た
同
セ
ン
タ
ー
で
公
開
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
宇
陀・

吉
野
の
古
代
史
・
民
俗
学
・
考
古
学

に
関
す
る
多
角
的
な
講
演
を
行
い
、

同
地
域
の
文
化
遺
産
の
豊
か
さ
、
ユ

ニ
ー
ク
さ
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。

【
日
時
】
3
月
27
日
（
日
）
午
後
1
時

～
4
時

【
場
所
】
室
生
埋
蔵
文
化
財
整
理
収
蔵

セ
ン
タ
ー
（
室
生
大
野
）

【
講
師
・
演
題
】

○
菅
谷
文
則
氏
（
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所 

所
長
）

　
「
宇
陀
地
域
に
み
る
飛
鳥
・
白
鳳
時

代
の
仏
教
遺
跡
」

○
池
田　

淳
氏
（
吉
野
町
立
吉
野
歴

史
資
料
館 
館
長
）

　
「
宇
陀
か
ら
吉
野
へ
‐
潮
の
聖
地

を
目
指
し
て
‐
」

○
柳
田
明
進
氏
（
県
立
橿
原
考
古
学

研
究
所 

主
任
技
師
）

　
「
古
墳
時
代
の
宇
陀
の
玉
」

【
定
員
】
90
名
（
先
着
順
）

問
橿
原
考
古
学
研
究
所

（
☎
０
７
４
４
・
24
・
１
１
０
１
）

【
活
動
内
容
】
自
主
グ
ル
ー
プ
は
、
知

識
・
技
術
の
習
得
を
図
り
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
連
帯

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

【
登
録
期
間
】
４
月
１
日
（
金
）
～
平

成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

【
登
録
要
件
】
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
公
民
館
活
動
の
目
的
に
沿
っ
た
活

動
を
行
う
こ
と
。

○
市
内
に
在
住
す
る
10
人
以
上
の
会

員
で
構
成
し
、
毎
月
定
期
的
に
自

主
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
。

○
特
定
の
政
党
・
宗
教
等
と
利
害
関

係
を
持
た
な
い
こ
と
。

【
申
し
込
み
】
２
月
15
日
（
月
）
～
３

月
15
日
（
火
）
の
期
間
中
に
申
請

書
と
会
員
名
簿
を
、
利
用
さ
れ
る

分
館
へ
提
出
。
申
請
書
は
各
公
民

館
窓
口
に
あ
り
。

【
登
録
後
の
諸
注
意
】
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
登

録
を
取
り
消
し
ま
す
。

○
無
断
で
２
カ
月
以
上
、
公
民
館
を

使
用
し
な
か
っ
た
と
き
。

○
登
録
の
要
件
を
欠
い
た
と
き
。

○
そ
の
他
、
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

と
き
。

問
中
央
公
民
館

（
☎
83
・
０
５
５
１
／
IP
☎
88
・
９
１
８
０
）

【
休
館
日
】
木
曜
日
・
祝
日

平
成
28
・
29
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
付
中
で
す

　

市
で
は
、
建
設
工
事
関
係
等
の
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
指
名
願
）

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
以
外
の
申
請
は
一
切
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
2
月
1
日
（
月
）
～
29

日
（
月
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く　

午
前
9
時
～
正
午
お
よ

び
午
後
1
時
～
5
時
）

※
詳
し
く
は
広
報
う
だ
１
月
号
Ｐ
28
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
管
財
課

（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）

中
央
公
民
館
か
ら
公
民
館
活

動
「
自
主
グ
ル
ー
プ
」
登
録

の
お
知
ら
せ

　

中
央
公
民
館
で
は
、
社
会
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
公
民
館
の
使
用
調

整
と
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
公

民
館
を
定
期
的
か
つ
継
続
的
に
使
用

す
る
団
体
（
自
主
グ
ル
ー
プ
）
の
登

録
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
自
主
グ
ル
ー
プ
が
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
使
用
料
は

半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ほ
か

お
知
ら
せ
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職
員
募
集

■
商
工
観
光
課

宇
陀
市
観
光
案
内
所
（
う
だ
観
処
）
案

内
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
職
務
内
容
】
観
光
案
内
・
公
衆
ト
イ

レ
清
掃
・
施
設
の
管
理
運
営 

等

【
勤
務
場
所
】
う
だ
観
処
（
近
鉄
榛
原

駅
南
口
）

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
（
金
）
～
１
年

契
約　
※
更
新
の
場
合
あ
り

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
ま
で
の
交
代
制
（
シ
フ
ト
制
）

【
休
日
】
年
末
年
始

【
時
給
】
８
０
０
円

【
選
考
方
法
】
３
月
初
旬
に
面
接
試
験

を
実
施
（
日
程
は
後
日
連
絡
）

【
申
し
込
み
】
2
月
8
日
（
月
）
～
19

日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出

問
宇
陀
市
観
光
協
会（
商
工
観
光
課
内
）

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
1
）

■
介
護
福
祉
課

療
育
教
室
（
こ
あ
ら
教
室
）
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
要
件
】
55
歳
未
満
の
保
育
士
ま
た
は

幼
稚
園
教
諭
の
有
資
格
者

【
勤
務
場
所
】
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
菟
田
野
古
市
場
）

【
勤
務
時
間
】
水
・
金
曜
日
の
午
前
9

時
～
午
後
5
時
（
休
憩
1
時
間
）

【
時
給
】
１
，
０
０
０
円

【
申
し
込
み
】
２
月
１
日
（
月
）
～
３

月
11
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
・

免
許
状
の
写
し
を
提
出

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
8
８
）

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

　
理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士

　
　
　
　
　
（
随
時
募
集
・
正
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
要
件
】
35
歳
未
満
（
平
成
28
年
1
月

31
日
現
在
）
で
免
許
資
格
者

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明
書

の
写
し
を
提
出

【
選
考
方
法
】　
小
論
文
・
面
接

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

■
総
合
体
育
館

　
プ
ー
ル
内
喫
茶
業
務
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
1
名

【
要
件
】
土
・
日
曜
日
、
祝
日
勤
務
可

能
な
人　
※
高
校
生
以
下
は
不
可

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
4
時

【
勤
務
開
始
】
４
月
１
日
（
金
）
予
定

【
時
給
】
７
8
０
円

【
申
し
込
み
】
２
月
26
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出

　
プ
ー
ル
監
視
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名
（
随
時
募
集
）

【
要
件
】45
歳
以
下
で
週
2・3
日（
土

日
も
含
む
）
勤
務
可
能
な
人

※
高
校
生
以
下
は
不
可

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
９
時

ま
で
の
２
交
代
制
（
シ
フ
ト
制
）

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の
場

合
、
翌
日
休
館
）

【
時
給
】
７
8
０
～
８
2
０
円

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
を
提
出

問
総
合
体
育
館

（
☎
82
・
６
５
６
１
／
IP
☎
82
・
０
5
１
１
）

（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30 分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　2 月 10・24 日（水）
    ①10：00 ～　②10：45 ～
　おはなしクラブ
　2 月 13 日（土）　①10 ： 30～　②14： 30～
　  27 日（土）　①10 ： 30～  （小さい子）  ②11： 15 ～（大きい子）
★放課後子ども教室
　2 月 3・10・24 日（水）15：30 ～
★映画会（約30 分）『ねずみくんのチョッキ』
   2 月 6 日（土）11：00 ～

（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（30分）
   2 月13 日（土）10：30～　場所：和室（2F）
★映画会（約30分）『ノンタンといっしょ』
　2 月6 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

中央図書館　☎ 82 － 4749・IP 88 － 9110
大宇陀図書館　☎ 83 － 0977( 代）

2 月の休館日  2・9・11・16～23　　蔵書整理 ・ 点検のため

　この集会は、あらゆる場面で、男女が対等なパートナー
として認め、支え合える社会を目指して開催します。
　今回は、全国で評判の『パパの極意－仕事も育児も楽
しむ生き方』（NHK 出版）等でおなじみ、イクメンの先
駆けとなった安藤哲也さんをお招きします。
　二男一女の父親であり、電子書籍事業、楽天ブックス
の店長等、９回の転職を経て「仕事も、育児も、人生
も、笑って楽しめる父親を増やしたい」と、父親支援の
NPO 法人を設立し、講演やセミナー、絵本ライブ等の
活動で全国を飛び回っているパワフルな安藤パパ。『安藤
流』自分の楽しい時間を過ごすための働き方や時間の創
り方を語ってくれます。講演の後は、親子で楽しめる絵
本ライブを安藤パパのギター演奏にのせて、お届けしま
す。ご期待ください！
　『キッズコーナー』では、お子さん向けに楽しい人形劇
やパネルシアター等の催しもあります。ご家族で楽しめ
ますので、みなさんのご来場をお待ちしています。

【日時】3月 12日（土）午後 1時 30分～
【場所】農林会館（榛原下井足）
【内容】○講演＆絵本ライブ
　「 忙しいパパ・ママ必見！ 仕事も育児も人生も
     ＜寄せ鍋型ワークライフバランス＞でいこう！」
　講師：NPO 法人ファザーリング・ジャパン
　　　　　　　代表理事　安藤哲也さん　
○プレゼンテーション
　「あなたの男女共同
　　参画度チェック？」
プレゼンター：
 桜井宇陀人権擁護委員協議会
○『キッズコーナー』
大宇陀お話し会 : 人形劇等
※お子さんのみ上履き持参

【その他】
参加無料・申込不要
手話通訳・要約筆記・無料託児（生後 6 カ月～）あり
※託児希望の方は、3 月 4 日までに申込みください

全国で大人気『イクメン』の生みの親 安藤パパの楽しいトークと絵本ライブ
　　「男女共同参画集会」にご参加を！ 問人権推進課（☎ 82・2147/IP ☎ 88・9077)

♬
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確定申告

詳しくは、広報うだ 1 月号 P26・27 をご覧ください。
　問税務課（☎ 82・1306 ／ IP ☎ 88・9072）

受付場所 受付期間
市役所

（4 階大会議室）
2 月 16 日（火）～ 3 月 15 日（火）

※土・日曜日を除く
大宇陀地域事務所 2 月 16 日（火）～ 19 日（金）
菟田野地域事務所 2 月 22 日（月）～ 26 日（金）
室生地域事務所 2 月 29 日（月）～３月 4 日（金）
　　※受付はすべて午前９時～午後３時 30 分です。

市県民税申告　

を受付します

　1 月 17 日、大宇陀ふれあい交流ドームで「消防団出初式」が挙行され、消防団員 800 名をはじめ来賓多数が出
席しました。式典後、今年は奈良県マーチングコンテストで金賞を受賞した榛原中吹奏楽部の演奏で、華やかに分
列行進が行われました。そして消防車 6 台による一斉放水で、今年１年の
防災への決意を新たにしました。

【表彰および感謝状受章者】（敬称略）
◎奈良県知事表彰〔大宇陀〕（副分団長）中尾伸祐、（団員）黒川芳弘・井阪茂
〔菟田野〕（分団長）南浦正義、（副分団長）山本雅英・中出広文〔榛原〕（部長）
浦岡勤、（班長）森岡清悟（団員）吉岡博文〔室生〕（副分団長）上田義尚・松
村晃秀・南一平　◎消防協会長表彰〔大宇陀〕（副分団長）辻本勇隆・中野成幸、

（部長）川辺忠誌・丸山光弘〔菟田野〕（分団長）亀井雅之、（副分団長）舛田正
之・髙奥昭良〔榛原〕（部長）三浦孝之・西浦克博、（班長）前野靖・小泉勝、（団
員）奥村秀喜〔室生〕（分団長）中井照博、（副分団長）田中正巳・長尾利通、（班
長）谷口高啓　◎警察署長感謝状〔大宇陀〕（部長）久保充宏〔菟田野〕（分団長）
玉村勝也〔榛原〕（班長）北原秀隆〔室生〕（分団長）西田宜央　◎市長表彰〔大
宇陀〕（班長）泉岡善則、（団員）松本吉比古・迎信嘉・森岡雅幸、〔菟田野〕（班長）
嶌谷健児・丹治浩和、（団員）福本好伸・谷村剛〔榛原〕（班長）藤本進・筒井稔郎・
黒田元晴、（団員）福田善和〔室生〕（部長）上山祐司、（班長）吉川康秀、（団員）
小谷陽一・福田信司　◎団長表彰〔大宇陀〕（班長）今西正輝、（団員）山岡強二・
松本賀史・秋戸治男〔菟田野〕（班長）加藤義浩・宮井敏章、（団員）植田弘志・
小住修〔榛原〕（班長）岡野博・福井茂方・髙田俊造、（団員）山内明〔室生〕（部
長）飯降一仁、（班長）菅間広幸、（団員）狗井雅尋・岡本圭司

平成 28 年　宇陀市消防団出初式

2月の文化会館だより　かぎろひホール催し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1 月 8 日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象

6 土
成年後見＆医療・介護市
民シンポジウム
～いつまでも私らしく暮ら
すために～

成年後見ｾﾝﾀｰ・ﾘ
ｰｶﾞﾙｻﾎﾟｰﾄ奈良市
支部／宇陀市／
宇陀市社会福祉協
議会

午後1時～ 一般

24 水 大宇陀中学校　
3 年生を送る会

大宇陀中学校
保護者会

午後1時
10分～

生徒
保護者

27 土 平成 27 年度
生活発表会

社会福祉法人
はなぶさ福祉会
しらゆり保育園

午前9時～ 関係者

　展示ホール催し
　■宇陀市文化会館　文化教室受講生作品展
　　　文化会館自主事業の陶芸教室と絵手紙教室の作品を展示。
　【展示期間】2 月 6 日（土）～ 3 月 3 日（木））
　2 月の休館日（2・9・11・16・23日）　

大宇陀拾生 871（☎ 83・0977）

榛
原
秋
祭
り
奉
納
太
鼓
台
写
真
展
　
開
催

　榛生昇陽高等学校写真部の生徒たちが、昨年
11 月、榛原上之町・東町・宮本・福地で行われ
た祭りの様子を撮影しました。その数々の写真
を展示します。ぜひご覧ください。

【日時】2 月 1 日（月）～ 12 日（金）
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

【場所】市役所 1 階　ふるさとテラス
【内容】榛原 4 地区で行われた秋祭り奉納太鼓台

をテーマにした写真の展示

宇陀市誕生 10 周年記念式典やイベント開
催の様子は、次号で報告します！

【締め切り】3 月 11 日（金）

問まちづくり支援課
（☎ 82・3910/IP ☎ 88・9094）

うだフォトコン

■うだフォトコンテスト作品募集中！
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行政相談
［予約不要］

2 月 3 日（水）

9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター
総務課

（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）
2 月 10 日（水） 室生振興センター
2 月 15 日（月） 大宇陀地域事務所
2 月 17 日（水） 宇陀市役所（212 会議室）

人権相談
［予約不要］

2 月 3 日（水） 9：00 ～ 12：00 菟田野人権交流センター 人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）2 月 17 日（水） 宇陀市役所（212 会議室）

消費者相談窓口
［予約不要］

2 月 1 日・8 日・
15 日・22 日・
29 日※すべて月曜

13：00 ～ 16：00 宇陀市役所
（213 会議室）

商工観光課
（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

こころの健康相談
［要予約］ 2 月 16 日（火） 13：30 ～ 16：30 宇陀市役所 室生福祉保健交流センター

（☎ 92・5220 ／ IP ☎ 88・9175）

ＤＶ相談
［要予約］ 2 月 24 日（水） 13：00 ～ 16：00

（1 人 50 分・1 日 3 人）
予約の際に

お知らせします
人権推進課

（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）

心配ごと相談
［予約不要］

2 月 3 日（水）

9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター 菟田野地域事務所
（☎ 84・2521 ／ IP ☎ 88・9188）
室生地域事務所

（☎ 92・2001 ／ IP ☎ 88・9182）
大宇陀地域事務所

（☎ 83・2251 ／ IP ☎ 88・9195）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

2 月 10 日（水） 室生振興センター
2 月 15 日（月） 大宇陀地域事務所

2 月 22 日（月） 榛原総合センター

若者自立のための
無料相談［要予約］ 2 月 9 日（火）

14：00 ～ 17：00
（※相談員の都合で中止と

なる場合があります。）
宇陀市役所

（213 会議室）
若者サポートステーションやまと

（☎ 0744・44・2055）

中南和法律相談
センター［要予約］

2 月 19 日（金）
相談日の 1 週間前より

受付（1 人 30 分）
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所（213 会議室）
他の相談場所も利用できますので、

奈良弁護士会にご確認ください
奈良弁護士会

（☎ 0742・22・2035）
生活困窮者

自立相談支援窓口
月～金曜日

（祝日除く）
９: ００～ 12：00
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所
厚生保護課（２階） 厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）巡回職業相談
[ 要予約 ] 2 月 10 日（水） ９: ００～ 12：00

13：00 ～ 16：00
宇陀市役所

（213 会議室）
弁護士による
福祉専門相談 2 月 9 日（火） 10: ００～ 12：00

（1日60分・1日2人） 市社会福祉協議会 市社会福祉協議会
（☎ 84・4116 ／ IP ☎ 88・9202）精神科医による

専門相談 2 月 22 日（月） 14：00 ～ 16：00
（1日60分・1日2人）

「相続登記はお済ですか月間」
無料相談会

　土地や建物を相続しても、亡くなっ
た人の名義にしておくと後日困る場合
がありあます。奈良県司法書士会は、
相続登記及びその他登記に関する無料
相談会を行います。（当日参加もできま
すが、予約優先）
【日時】2 月 21 日（日）
　午後 1 時～ 4 時
【場所】〔奈良会場〕西部公民館
　　　 〔橿原会場〕橿原文化会館
【内容】相続登記、その他の登記について
問奈良県司法書士会
　（☎ 0742・22・6677）

◇はい！こちら消費者相談窓口です◇

　平成 28 年 4 月 1 日より、電力の小売全面自由化が始まりま
す。（参考：資源エネルギー庁 HP「電力の小売全面自由化につ
いて」）
　勧誘された時には、どのような条件で安くなるのか、他のサー
ビス契約とのセット料金や値引きになっていないか、解約時の
違約金等よく確認しましょう。
　また、便乗した太陽光発電システムや蓄電池等の勧誘が行わ
れています。即決せず、よく考えて契約しましょう。

◎ 困ったときには、消費生活相談窓口まで、ご相談ください。
問商工観光課（☎ 82・2457/IP ☎ 88・9081）

『電力料金が必ず安くなる』といった勧誘トークにご注意！！
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住民票、印鑑証明、戸籍抄本等
の発行業務を行っています。
　　　　　　　　（税関係を除く）

2月は13日と27日です。

子どもの笑顔は　みんなのげんき
～人もまちも明るくげんきに～
次代を担う子ども達を地域全体で
見守りましょう。

問 こども未来課 (☎82・2236/IP☎88・9080)

宇陀市では、安全で安心して子どもを産み
育てることができるまちを目指しています

■特別展「改組　新　第２回日展」
　日展は、明治 40 年に文部省美
術展覧会として始まり、名称の変
更や組織を改革しながら 100 年を
こえる長きにわたって続いてきた
日本で最も歴史と伝統のある公募
展です。宇陀市在住の池田幸子さ
んの書の展示も行います。
日時　2 月 20 日（土）～ 3 月 21

日（月）[ 月曜日休館、3 月 21
日は開館 ]
場所　大阪市立美術館
入館料　一般 1,000 円（前売り

800 円）、高大生 700 円（500 円）
問大阪市立美術館
　（☎ 06・6771・4874）

■「バンビシャス奈良公式戦」開催
◎宇陀市民優待デー！
２階自由席の当日券が500円引き！
日時　2 月 20 日（土）午後 6 時～
　21 日（日）午後 2 時～
場所　橿原公苑第一体育館
内容　試合当日、会場のチケット

売場で宇陀市に在勤・在学・在
宅である証明をご提示ください。

※一人 4 枚までご購入可。
チケット販売　試合開始の 3 時間

前～第 2Q 終了まで。
問株式会社バンビシャス奈良
　（☎ 0742・20・1800）

■奈良カエデの郷「ひらら」から
☆Café カエデ　冬季限定の
　営業日変更のお知らせ
　３月 13 日（日）まで、土 ･ 日曜日、
祝日および団体予約日のみ営業。
☆バンド「フォーティーズ」の
　ライブ開催
日時　２月 7 日（日）午前 11 時～
場所　Café カエデ
問カエデの郷事務局（☎ 84・2888）

■うだ・アニマルパークから
日時・内容　[2 月開催 ]
　14 日（日）・「シフォンケーキづ

くり」、21 日（日）・「豚まん作り
体験」
場所　うだ・アニマルパーク
問うだ・アニマルパーク
　（☎ 87・2520）

■オストメイトの方への無料個別
相談会

　オストメイト（人工肛門、人工
膀胱保有者）の人で、悩み、苦労
をお持ちの方へ、専門の看護師が
相談に応じます。
日時・場所　① 2 月 16 日（火）

午前 9 時～正午（県文化会館　
第３会議室）② 2 月 20 日（土）

午前９時～正午（県社会福祉総
合センター）

問（公社）日本オストミー協会奈
良県支部三田村方（☎ 0742・
49・1839）

■知って得する住まいの設備講座
　住宅設備の購入に際しての最新
知識を知り快適・エコな暮らしを！
日時　2 月 20 日（土）
　午後 1 時 30 分～
場所　榛原総合センター
内容　〇最近の住宅環境と設備の

解説　〇住宅設備等に関する悩
み相談
参加費　無料
対象　一般の住民の皆さま
問小松原方
　（☎ 090・8827・5549）

■耳に関する「講演会」と「無料相談」
日時　3 月 3 日（木）
　午後 2 時～ 4 時
場所　奈良商工会議所
内容　講演「耳のしくみと難聴」

奈良県立医科大学　耳鼻咽喉・
頭頸部外科学講座　教授　北原糺

※要約筆記あり。
問奈良県医師会耳鼻咽喉科部会
　（☎ 0744・22・8502/

FAX0744・23・7796）

宇陀市ホームページ
ご覧ください

宇陀市ホームページ
ご覧ください

「ホット
ニュース

」

「まちの
わだい」

過去の
動画もあ

るよ
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このコーナーは、市民の自主
的な活動を支援することを
目的に設けています。
■掲載記事は 100 文字程度
■営利目的、政治・宗教に関する

もの、金銭的トラブルが生じる
おそれがあるもの、不特定多数
の市民を対象としないものは掲
載不可

■紙面の都合で掲載できない場合
があります

■原稿は掲載月の前月 5 日までに
秘書広報情報課まで

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／
IP ☎ 88・9083 ／ FAX82・3900）

■平成 27 年度「女性のチャレン
ジ応援講座」受講生募集

　「あなたのチャレンジは女性セン
ターから！」起業やボランティア
にチャレンジする女性を応援する
講座を開催します。
日時　３月３日（木）・４（金）・

５日（土）午前 10 時～
場所　奈良県女性センター
内容　　[ チャレンジストーリー

＆ミニセミナー ]　3 日：「ピン

わたります。
日時　2 月 8 日（月）
　午前 0 時より吉兆販売開始
場所　恵比須神社（大宇陀下本）
※お車でお越しの方は、うだ・ア
ニマルパーク第 2 駐車場をご利用
ください。
問宇陀商工会　青年部大宇陀地区
　（☎ 83・1145）

■第 10回リコーダー・フルート・
オカリナ　コンサート開催

　「マーガレット」（リコーダー・
フルート・オカリナを楽しむ会）は、
日頃の練習成果を聴いていただく
とともに、講師の松岡徳郎氏（フ
ルート・オカリナ奏者）によるフルー
トとオカリナの演奏を行います。
日時　2 月 27 日（土）
　午前 10 時 30 分開演
場所　大和富士ホール
内容　曲名：・スラブ舞曲第 2 番（ド

ボルザーク）　・４つの小品（マ
ルク・ベルトミュー）・島唄（宮
沢和史）他

★「マーガレット」は、会員募集中
問マーガレット
　佐伯方（☎ 82・2160）

■室生学びのサークル
　「第 9回文化・芸能総合発表会」
日時　2 月 27 日（土）
　午前 10 時～午後 4 時
場所　室生振興センター
内容　13 の各サークルによる作品

展示、製作品・小物の即売、芸
能発表、バザー、お抹茶コーナー、
抽選会　等

問室生学びのサークル
　中岡方（☎ 0743・82・1608）

平成 28年 2月末
市民特典カード引換券

五味司法書士
広告

チがチャンスに変わるとき～Ｏ
Ｌから農業女子へ～」田原ナチュ
ラル・ファーム　代表　福井佐
和さん　4 日：「里山で見つけた
わたしの暮らし、わたしの仕事」
伊那佐郵人 局長 松田麻由子さん

　[ 働く女性応援セミナー ]
　5 日：「コラージュで表現！私の

チャレンジ」奈良県女性センター　
働く女性支援アドバイザー
対象　女性 25 名（先着順）
参加費　無料
※期間中チャレンジ相談開催（要

電話申込）
申し込み　FAX、ハガキ、ホーム

ページより申し込み（先着順）
託児　6 カ月以上就学前までのお

子さんお一人につき 500 円
問奈良県女性センター
　( ☎ 0742・27・2300）

■将棋の好きな方　募集中！
　将棋好きが集まっています。将
棋を通じて親睦の輪を広げません
か。勝ち負けよりも楽しく将棋を
指しています。一度見学にどうぞ。

（事前に問い合わせください）
日時　第１・３水曜日
　午後１時～５時
場所　榛原総合センター　２階
対象　年齢・性別問いません
問宇陀将棋クラブ
　上田方（☎ 82・3516）

■「宇陀初えびす」
　普段は落ち着いた佇まいをみせ
る重伝建指定の街並みも、この日
は街中に威勢のよいお囃子が響き

営業時間 /10 時～ 17 時　定休日 / 木曜日
☎0745-82-0035

榛原萩原 1777
営業時間 /10 時～ 17 時　定休日 / 木曜日
☎0745-82-0035

榛原萩原 1777

 姉妹店　

大阪松屋町店
姉妹店

治る、改善、予防　を信じて来て下さい。
患者さま一人ひとりのお声に寄りそって
服薬をサポートします。

ここに来て良かった

管理薬剤師は宇陀市立病院で 23 年間勤務して
得た知識・情報をあなたのおくすりと説明
をプラスしてお渡しします。

薬草は 苦みの精で 花が咲く

榛原萩原 758-2（☎0745-82-3200）
市立病院すぐ南に見える町並川と桜と当薬局です

天 くすのき  薬局R

ゆったりくつろぎにいらしてください♨

2月  イベント案内

★まめまき開催★   3日
★あひるバーデ★   20日・21日

2 月 28日まで
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柿
本
人
麻
呂
の
秀
歌　

１

　

７
世
紀
後
半
の
万
葉
歌
人
（
宮
廷
歌
人
）

で
あ
る
柿
本
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
歌
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
『
万
葉
集
』
巻
１
に
は
、
柿
本
人
麻
呂
の

歌
、
５
首
（
45
～
49
）
が
続
け
て
お
さ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
持
統
六
年

（
六
九
二
）
に
行
わ
れ
た
軽
皇
子
の
阿
騎
野

へ
の
遊
猟
の
時
に
、
柿
本
人
麻
呂
に
よ
っ
て

詠
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
最
初
の
１
首
（
長
歌
）

が
次
の
歌
で
す
。

　
軽
皇
子
の
阿
騎
の
野
に
宿
り
ま
し
し
時
、

　
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
る
歌

や
す
み
し　
わ
ご
大
王　
高
照
ら
す　
日
の
皇

子　
神
な
が
ら
神
さ
び
せ
す
と　
太
敷
（
ふ
と

し
）
か
す　
京
（
み
や
こ
）
を
置
き
て　
隱
口

（
こ
も
り
く
）
の　

泊
瀬
（
は
つ
せ
）
の
山
は　

真
木
（
ま
き
）
立
つ　
荒
山
道
を  

石
が
根
（
い

は
が
ね
）　

禁
樹
（
さ
へ
き
）
お
し
な
べ　

坂

鳥
の　
朝
越
え
ま
し
て
玉
か
ぎ
る　
夕
さ
り
く

れ
ば　

み
雪
降
る　

阿
騎
の
大
野
に　

旗
薄

（
は
た
す
す
き
）　
小
竹
（
し
の
）
を
お
し
な
べ　

草
枕　

旅
宿
り
せ
す  

古
（
い
に
し
へ
）
思
ひ

て
（『
万
葉
集
』
巻
１
・
45
）

　

こ
の
歌
は
、「
軽
皇
子
が
阿
騎
の
野
に
宿

泊
し
た
時
に
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
っ
た
歌

／
わ
が
皇
子
、
日
の
御
子
の
神
で
あ
る
ま
ま

に
神
と
し
て
行
動
な
さ
る
と
て
、
立
派
な
都

を
後
に
し
て
、
泊
瀬
の
山
は
真
木
の
立
つ
荒

い
山
道
だ
が
、
そ
れ
を
岩
や
禁
樹
を
押
し
な

び
か
せ
て
朝
越
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
夕

方
に
な
る
と
、雪
の
降
る
阿
騎
の
広
い
野
に
、

旗
す
す
き
や
小
竹
を
押
し
伏
せ
て
草
を
枕
に

旅
や
ど
り
を
な
さ
る
。
亡
き
父
君
・
草
壁
皇

太
子
の
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
昔
の
こ
と
を
思
っ

て
。」
な
ど
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
遊
猟
を
計
画
し
た
の
は
、
軽
皇
子
の

祖
母
・
持
統
天
皇
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
、

壬
申
の
乱
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
祖
父
・
天

武
天
皇
、
父
・
草
壁
皇
子
と
も
縁
の
深
い
阿

騎
野
を
訪
れ
る
こ
と
で
父
祖
を
強
く
意
識
さ

せ
た
い
と
言
う
思
い
と
、早
世
し
た
わ
が
子
・

草
壁
皇
子
と
同
じ
運
命
を
軽
皇
子
が
辿
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
神
仙
境
で
あ
る
阿
騎
野

（
宇
陀
）
の
地
が
も
つ
聖
な
る
力
を
軽
皇
子

に
宿
し
た
い
と
い
う
、
そ
ん
な
祈
り
に
も
似

た
切
な
る
持
統
天
皇
の
思
い
が
秘
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

47

  

　 

あ
な
た
の
子
ど
も
は
大
丈
夫
？

　
　
～
「
神
待
ち
サ
イ
ト
」
の
裏
に
潜
む
ワ
ナ
～

　
最
近
、
中
高
生
の
「
プ
チ
家
出
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
プ
チ
家
出
と
い

う
の
は
、
成
長
に
伴
い
、
独
立
心
の
芽
生
え
始
め
た
中
高
生
が
、
学
校

や
家
庭
で
の
些
細
な
喧
嘩
や
揉
め
事
か
ら
突
発
的
に
家
出
し
、
数
日
で

戻
っ
て
く
る
と
い
う
も
の
で
す
。
昔
の
勘
当
を
覚
悟
し
た
家
出
と
違
い
、

友
人
の
家
を
渡
り
歩
い
て
遊
び
回
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
が
多
い
の

で
、
あ
ま
り
心
配
せ
ず
放
っ
て
お
く
親
も
い
ま
す
。
友
達
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う

分
に
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
出
会
い
系
、
神
待
ち
サ
イ
ト
（
※
）
等
の
出
現
で
、
プ
チ
家
出
は
更
に
身
近
な

も
の
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
狙
う
犯
罪
者
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
等
で
出
会
っ
た
面
識
の
な
い
人
に
泊
め
て
も
ら
う
と
、
犯
罪
や
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
、
ド
ラ
ッ
グ
や
売
春
、
感
染
症
、
性
犯
罪
等
に
深
く
関
わ
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
、
発
覚
し
て
初
め
て
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
も
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
を
知
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

報
道
で
は
、
家
出
し
た
10
代
の
少
女
が
、
宿
泊
場
所
の
提
供
を
受
け
た
人
物
に

薬
物
を
投
与
さ
れ
た
う
え
、
身
柄
を
売
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
多
数
あ
り
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
犯
罪
組
織
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
を
背

景
に
海
外
に
売
り
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
高
生
の
プ
チ
家
出
の
原
因
は
、
親
子
喧
嘩
等
の
家
庭
環
境
に
あ
る
場
合
も
多

い
よ
う
で
す
。
他
に
も
、
学
校
で
の
い
じ
め
や
交
際
相
手
と
の
不
仲
、
退
屈
だ
か

ら
な
ど
、
様
々
で
す
。

　

多
く
の
中
高
生
が
、
事
件
に
絶
対
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
正
し
い
判
断
力
を
持
っ

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
た
か
が
プ
チ
家
出
と
高
を
く
く
ら
ず
、
恐
ろ
し
い
こ

と
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
前
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
子
ど
も
に

そ
ん
な
兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
、
子
ど
も
の
話
を
よ
く
聞
き
、
子
ど
も
の
良
さ
や
成

長
を
認
め
て
言
葉
に
し
て
伝
え
、
親
の
気
持
ち
も
率
直
に
言
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
子
ど
も
の
不
安
や
不
満
を
解
消
す
る
努
力
も
必
要
で
す
。

　

日
頃
か
ら
親
子
で
家
事
等
の
作
業
を
し
た
り
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
お
祭
り
等
の

地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
も
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
人
も
近
所
の
子
ど
も
に
声
か
け
を
し
た

り
し
て
、
子
ど
も
を
地
域
の
宝
と
し
て
地
域
社
会
全
体
で
見
守
り
、
育
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
【
神
＝
家
出
し
た
少
年
少
女
に
宿
泊
場
所
や
食
事
を
提
供
す
る
人
】
を
探
す
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
一
種

▲柿本人麻呂の肖像
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番組表

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  お天気カメラ 

  ストレッチ／タオル体操 
  お知らせ（音声付き静止画） 

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画）  
   

  サイエンスチャンネル　A 
  お天気カメラ 

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付き静止画） 

 すきまエクササイズ／タオル体操
  サイエンスチャンネル　B 

  お知らせ（静止画） 
  サイエンスチャンネル　A 

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付き静止画） 

  お知らせ（静止画） 
   

  まちの話題 
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  サイエンスチャンネル　B 

  ピカピカはみがきのうた 
ウェルネスうだ体操【すきまエクササイズ・エアロ】

お知らせ（静止画）
  ホットニュース 

  お知らせ（静止画） 
  まちの話題 

  お知らせ（静止画） 

問自主放送スタジオ　（☎ 82・2497）
※ 番組内容及び、放送時間は予告なく変更される場合があります。

ご了承ください。

番組内容 1日〜 10日 11日〜 20日 21日〜末日

ホット
ニュース

○宇陀市成人式
○宇陀市消防団出初式

○宇陀市誕生１０周年記
念式典

○宇陀市誕生１０周年記
念コンサート

○大人の英会話
○成年後見＆医療・介護

市民シンポジウム

野菜たっぷり
クッキング − − ほうれん草入り焼売・

大根の炒め物

まちの話題
○ビンテージカー
ニューイヤーミーティング
○「大和宇陀郡神武天
皇御聖跡御図絵」 拝観 

○大宇陀 平尾水分神社
 「オンダ祭」
○冬の風物詩

○新春綱引大会
○宇陀松山城を偲ぶ

サイエンス A

ザ・メイキング：
箒（ほうき）

世界の科学館：未来へ！
進化を続ける科学館

ザ・メイキング：
冷凍ピザ

見つめてみよう！植物の世界：
パイオニア植物

ザ・メイキング：
ひな人形

見つめてみよう！植物の世界：
光の奪い合い

サイエンス B アスリート解体新書：
ボウリング

アスリート解体新書：
テニス

アスリート解体新書：
サッカー

はみがきのうた 榛原西幼稚園 榛原東幼稚園 室生こども園

※ 野菜たっぷりクッキングは、ホットニュース終了後に続けて放送します。

※昨年 12月より新番組、ウェルネスうだ体操【ウェ
ルネスすきま時間Deエクササイズ・エアロDeウェ
ルネス】を放送しています。ぜひ、ご覧ください！

―故郷に帰ってきました ―
日本の冬が本格化してきました。私は冬の寒さ
が苦手なんです（^^!）日本の寒さから逃れる
こととあわせて、去年年末にアメリカに帰って

きました。私はカリフォルニア州出身ですが、あちらは天気はいつも晴れで、
気候も寒くはありません。
　しかし、今回は日本と同じ寒さでした。ちょっとがっかりしましたｗ
久しぶりにアメリカに帰るのは、大事な家族と友達と会うため。また、ア
メリカだけじゃなく、多くの西洋の国ではクリスマスは祝祭日なんです。
この日ほとんどの店とレストランは営業をせず、家族を大切する日です。
私もそのとおりにクリスマスを家族と過ごしました。
　その他に、久しぶりにサンフランシスコに帰ったので、ちょっと観光客
気分で観光してきました。フィッシャーマンズワーフ、ユニオンスクエアー
などに行きました。幸いその日はとても晴れてました。霧も雲もひとつも
なかった。遠くの桟橋からゴールデンゲートブリッジが見られるし、おい
しいフランス料理も食べたし、とても満足な一日でした。
　このときのことを思い出しながら、日本での冬の後半をがんばります（^^）

From:リサ
（榛原中・室生中）

▲サンフランシスコの桟橋

昨
年
9
月
か
ら
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」。

▼
こ
の
中
で
、
主
要
人
物
が
亡
く
な

る
間
際
に
言
っ
た
セ
リ
フ
「
あ
…
久

し
ぶ
り
に
、
お
伊
勢
参
り
に
で
も
行

き
た
い
な
あ
～
。
ほ
れ
…
あ
の
、
暗

峠
越
え
て
、
奈
良
へ
出
ま
す
や
ろ
。

で
、
奈
良
か
ら
榛
原
ま
で
行
っ
た
ら

…
後
は
、
お
伊
勢
さ
ん
ま
で
は
一
本

道
や
。
あ
ん
さ
ん
、
覚
え
て
は
り

ま
っ
か
？
」
劇
中
で
と
て
も
印
象
的

な
１
シ
ー
ン
の
こ
と
で
す
。
▼
物
語

の
舞
台
は
明
治
維
新
の
関
西
。
ち
ょ

う
ど
札
の
辻
の
前
に
あ
る
旧
旅
籠

あ
ぶ
ら
や
（
榛
原
萩
原
）、
そ
し
て

榛
原
は
、
伊
勢
本
街
道
と
初
瀬
街

道
の
分
岐
点
、
当
時
交
通
の
要
衝

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
多

く
の
方
が
い
ろ
ん
な
気
持
ち
で
こ

の
地
に
足
を
運
ん
で
い
た
の
で
し
ょ

う
ね
。
▼
ま
た
、
本
紙
の
特
集
で
市

内
を
通
る
伊
勢
街
道
の
魅
力
を
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

平成 28年 1月 1日現在
※（　）内は前月比

総　数 32,289 人　（-67）
男 15,400 人   （-31）
女 16,889 人   （-36）

世帯数 13,113世帯 （-10）
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実行委員会が創り上げた成人式の模様
上段左：オープニングアトラクションでの共演（曲名「ありがとう」）
上段右：記念品目録贈呈　中段左：新成人による誓いの言葉
中段右：記念行事でのビデオレターと恩師との思い出トーク
下段左：芸人コンビ「さらば青春の光」による漫才ライブ
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標
高
８
１
６
ｍ
、「
大
和
富
士
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
る
額
井
岳
は
、
榛
原
の
北
に
悠
然
と
そ
び
え
立
っ

て
い
ま
す
。「
山
」
と
い
う
漢
字
を
そ
の
ま
ま
体
現
し

た
よ
う
な
そ
の
威
容
は
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と

し
て
も
崇
敬
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
が
発
信
す
る
「
全

国
富
士
山
の
日
」
で
あ
る
２
月
23
日
に
合
わ
せ
、
奈

良
の
ご
当
地
富
士
額
井
岳
で
は
登
山
大
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
近
い
富
士
山
を
楽
し
め
る
最
高
の
イ
ベ

ン
ト
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

額ぬ
か
い
だ
け

井
岳（
大
和
富
士
）　
　
　（
榛
原
額
井
）

ふるさとの富士  大和富士に登ろう
　　　　2 月 21 日 （日） 午前 10 時 （荒天中止）

【集合場所】大和富士ホール（榛原天満台西）※登山者用の駐車場はありません
【行程】大和富士ホール→十八神社→額井岳→伝・山部赤人の墓
　　　 →十八神社（以後自由解散）

【持ち物】防寒対策 ･ アイゼン・昼食等【参加費・申し込み】不要
問 宇陀市観光協会事務局（商工観光課内）（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）
　　観光案内所うだ観処（休日時）（☎ 88・9049） ▲十八神社境内で豚汁の振る舞いもあります
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